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市政ニュース ……………………………………………  ２～７�

　「ツール・ド・ながおか」は、市町村合併に向け協議を進
めている長岡地域の住民同士の交流を深めようと、各市町村
を会場にさまざまなイベントを順次開催しているものです。�
　今回の丸太早切大会は、２人１組で丸太を切るタイムを競
うもので、二人の息が合わないとなかなかうまく切れません。
白熱した戦いに多くの観客が声援を送っていました。�

今年のできごと …………………………………………  ８、９�

お知らせ …………………………………………………  10～23

■表紙　ツール・ド・ながおか丸太早切三島大会�
　（11月３日・三島町のみしま中央会館前で）�

地区公民館がコミュニティセンターへ、
バーチャル花火コンテスト、都市計画
マスタープランの見直し案を作成 ほか�

クスノキ科の落葉低木で、北海道
と本州北部を中心に分布し、長岡の
山でも普通に見られる。
秋に葉を落とした後、枝先には来
春の葉と花を収めた冬芽が残る。頭
と手のような格好に見えるのが冬芽
で、中央の上向きにとがっているの
が葉芽、左右の横向きの丸いものが
花芽である。冬芽は厳しい冬に耐え
るために、芽鱗（がりん）と呼ばれ
るものに包まれている。
オオバクロモジの枝にはさわやか
な香りがあり、この香りを生かして
ようじなどが作られる。

カメムシの類は吸いやすい口の形
をしており、一部の種については斑
点（はんてん）米を生ずる農業害虫
として知られる。クチブトカメムシ
の類は捕食性の昆虫で、その意味で
は益虫に数えることができる。
本種は脚の多くの部分が赤いこと
から命名されたが、クチブトカメム
シ科は似た種類が多い上に珍品ぞろ
いのため、名前調べは容易でない。

自然観察�12月 199

問い合わせ＝環境政策課†24・0528

私たちは生活のあらゆる場面で、
地球温暖化の原因となる二酸化炭
素を発生させています。
例えば、自動車や暖房器具を使
ったり、毎日使う電気を火力など
で発電し燃料を消費したりする場
合にも発生します。

「環境家計簿」を活用して、あな
たも暮らしを見直してみませんか

日々の暮らしが地球環境にどの
程度の影響を及ぼし、一方省エネ
などで家計費がどのくらい節約で
きたのかを知るには、「環境家計簿」
が役立ちます。
環境にやさ
しい暮らしに
役立てていた
だこうと、市
が毎年発行し
ているもので、
今年は約1 0 0
人の方々にモ
ニターをお願
いし、実際に環境家計簿をつけて
いただきました。
モニターの１人、樋口佳代子さ
ん（美園１）は消費生活アドバイ
ザーの学習をきっかけに環境問題
に関心を持ったそうです。
樋口さんは初め、主にごみの減
量に取り組んでいましたが、家計

簿をつけるうちに関心がさまざま
な省エネの活動に広がり、資源や
エネルギーの無駄もよく見えるよ
うになったといいます。

2004年版環境家計簿（カレンダ
ー付き・無料）は、市役所１階の
市民情報ラウンジやながおか市民
センター、公民館、図書館で配布
していますので、みなさんもぜひ
活用してください。優れた取り組
みのご家庭には、「エコファミリ
ー認定証」を差し上げます。

◇　　　　　◇
これからの環境を良くするため
には、一人ひとりが実践できるこ
とを気張らずにしかも楽しんで続
けていくことがカギといえます。
シリーズ「環境アラカルト」は
今回で終わりますが、市ではこれ
からも折りにふれ、環境に関する
話題を市民のみなさんに提供して
いきます。

～環境にやさしい暮らしをしていますか－環境家計簿の活用を－～

最終回

お問い合わせは
科学博物館蕁３２・０５４６へ
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　平
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通
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収
集
し
な
い
期
間
は
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。�

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

ペギーちゃん

■
ご
み
収
集
は
12
月
30
日
C

ま
で
平
常
通
り
で
す

■
ご
み
処
理
場
へ
の
直
接
搬
入
も
で

き
ま
す

年
末
は
、
12
月
31
日
貉
正
午
ま
で

受
け
入
れ
ま
す
（
事
業
系
の
ご
み
は

「
燃
や
す
ご
み
」
の
み
）。

ご
み
の
減
量
と
計
画
的
な
搬
入
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
寿
事
業
所
蕁
24
・
２
８
３
８

（
寿
３
の
６
の
１
）

・
受
け
入
れ
る
ご
み
の
種
類

「
燃
や
す
ご
み
」
の
み

●
鳥
越
事
業
所
蕁
47
・
１
１
０
０

（
三
島
郡
三
島
町
大
字
鳥
越
２
８
１
８
）

・
受
け
入
れ
る
ご
み
の
種
類

「
燃
や
す
ご
み
」、「
燃
や
さ
な
い

ご
み
」、「
粗
大
ご
み
」

■
「
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
の
「
び
ん

・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
の
直
接
搬

入
は
で
き
ま
せ
ん
。
１
月
の
回
収
日

ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

し尿のくみ取り
し尿のくみ取りは、12月26

日貊まで受け付け、12月27日
貍～１月４日豸は、お休みし
ます。
１月５日豺からは、平常ど

おり業務を行います。
なお、業務の混雑状況や降
雪状況により、申し込みから
くみ取りまで日数がかかる場
合がありますので、早めにお
申し込みください。
また、作業ができるように、
くみ取り口の除雪と、くみ取
り車の駐車場所の確保にご協
力をお願いします。
申し込み＝環境業務課

蕁２４・９３１０
（くみ取り専用）

問
い
合
わ
せ
は
環
境
業
務
課
蕁
24
・
２
８
３
７
へ�

t「環境家
計簿でまず
はわが家の
現状を知る
ことですね」
と樋口さん

▲長岡市環境家計簿
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

公
民
館
、
地
区
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

出
張
所
・
連
絡
所
、
児
童
館
な
ど

の
地
域
施
設
が
持
っ
て
い
た
機
能

・
業
務
を
全
て
引
き
継
ぎ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
統
合
さ
れ
た
後
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
拠
点
と

な
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
が
独
自
に
行
っ
て
き
た

学
習
活
動
や
福
祉
活
動
、
青
少
年

育
成
活
動
な
ど
に
関
す
る
情
報
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
活
動

の
分
野
や
世
代
の
違
う
人
た
ち
の

交
流
を
、
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
交
流
を
き
っ
か
け

に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
伝

統
や
文
化
を
生
か
し
た
新
た
な
活

動
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ

ま
す
。

さ
ら
に
、
青
少
年
問
題
や
高
齢

化
問
題
な
ど
、
個
人
の
レ
ベ
ル
や

個
々
の
地
域
施
設
で
は
対
応
や
解

決
が
難
し
い
問
題
に
も
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

市
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し

て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
自
分

の
住
む
ま
ち
に
対
す
る
愛
着
を
い

っ
そ
う
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は

自
分
た
ち
で
行
う
と
い
う
「
住
民

自
治
」
活
動
の
舞
台
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
ご
活
用

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
運

営
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
み
な

さ
ん
に
結
成
し
て
い
た
だ
く
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
組
識
（
仮
称
）」

に
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。
市
は
、

こ
の
推
進
組
識
に
対
し
て
、
人
的

支
援
や
財
政
的
支
援
、
そ
し
て
運

営
に
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
い

ま
す
。

あ
な
た
も
、
お
住
ま
い
の
地
域

の
推
進
組
識
に
参
加
し
て
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
取
り
組
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
運
営
は
「
地
域
力
」
で

よ
り
地
元
に
密
着
し
た
地
域
活
動
の
拠
点
を
目
指
し
て

平
成
16
年
4
月
か
ら
、
地
区
公
民
館
等
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
変
わ
り
ま
す

も
っ
と
多
く
の
人
に
、
気
軽
に
公
民
館
、
地
区
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

児
童
館
等
の
施
設
を
利
用
し
て
も
ら
い
、
地
域
活
動
の
輪
を
広
げ

た
い
。

長
岡
市
は
、
公
民
館
等
の
地
域
施
設
を
よ
り
多
く
の
人
や
活
動

に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
来
年
四
月
か
ら
、
こ
れ
ら
の
地
域
施

設
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
統
合
す
る
こ
と
に
し
、
そ

の
た
め
の
条
例
案
を
十
二
月
の
市
議
会
に
提
出
し
ま
す
。

このたびの市長選挙にお

いて、無投票当選というか

たちで市民のみなさんのご

信任をいただき、長岡市長

として引き続き４年間、市

政の重責を担わせていただ

くことになりました。
みなさんのご協力によっ

て全力投球することができました１期目の経験をふ
まえ、わがまち長岡の発展のため、全力を尽くすこ
とを改めてここに誓います。
１期目の４年間、私は「市民に開かれた市政」を

目標に、「誰でも平等に意見を言えるガラス張りの
市政」と「財政の再建」という二つの公約の実現に
全力で取り組みました。そして、時代の要請と市民
のみなさんのニーズに応えて、数々の新しい政策を
打ち出し、また推進することができました。
この１期目を「萌芽」や「育成」の時期にたとえ

れば、これからは、まちづくりの大きな花を咲かせ
るための「開花」の時期に当たります。
私は、２期目の市政運営の基本を「市民力と地域

力を活かしたまちづくり」としました。市長を先頭
に市民の力でまちをつくる「市民力」。そして、地
域の文化や伝統を大切にし、異なる個性の地域が刺
激しあってパワーを高める「地域力」。この二つの
力こそが、長岡のまちが未来へと飛躍するための原
動力であると確信するからです。
市民力による市政改革の断行。地域力を高める市

町村合併の推進。中心市街地の構造改革。子どもの
「やる気」を引き出す教育の実現。地域産業の活性化
など。真に有効な具体的政策を携え、初心を忘れる
ことなく、２期目の市政運営にまい進する覚悟です。
市民のみなさんの、いっそうのご支援とご協力を

心からお願い申し上げます。

長岡市長

森　　民　夫

市政ニュース�NAGAOKA

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
す

る
メ
リ
ッ
ト
（
優
位
点
）
は

市
営
牧
場
の
隣
り
の
里
山
に
あ

る
「
赤
城
コ
マ
ラ
ン
ド
」
は
、
子

ど
も
を
地
域
で
育
て
よ
う
と
、
四

郎
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等

を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
四
郎

丸
地
区
の
十
七
の
団
体
が
、
「
自

然
の
中
で
子
ど
も
た
ち
に
伸
び
伸

び
と
遊
ん
で
も
ら
お
う
」
と
協
力
し

て
造
っ
た
「
冒
険
遊
び
場
」
で
す
。

こ
の
里
山
を
利
用
し
た
遊
び
場

に
は
、
特
に
決
ま
っ
た
ル
ー
ル
は

あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
は
自

分
で
考
え
、
自
分
の
責
任
で
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
赤
城
コ
マ

ラ
ン
ド
は
、
子
ど
も
の
遊
び
場
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
四
郎
丸
地
区

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
地
域
で
活
動
を
行
っ

て
い
る
人
や
学
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み

な
さ
ん
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

十
月
に
は
、
四
郎
丸
地
区
の
み

な
さ
ん
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
こ

の
赤
城
コ
マ
ラ
ン
ド
の
活
動
が
、

第
二
十
七
回
全
国
育
樹
祭
で
全
国

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

赤
城
コ
マ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
四
郎
丸
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
蕁
38
・
０
１

３
２
へ
ど
う
ぞ
。

み
な
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
区

で
も
、
伝
統
・
文
化
・
人
材
な
ど
、

地
域
に
あ
る
財
産
を
生
か
し
て
、

地
域
ぐ
る
み
で
何
か
に
挑
戦
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

s赤城コマラ
ンドでは、子
どもから大人
まで、大勢の
人たちが、楽
しみながら里
山の自然につ
いて学んでい
ます。

全
国
表
彰
を
受
賞
し
た
、
四
郎
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
「
赤
城
コ
マ
ラ
ン
ド
」
の
活
動

ご
紹
介�

 

し
ま
す�

コミュニティセンター�

児童館� 公民館�出張所・�
連絡所�

地区福祉�
センター�

コミュニティとは
一般的には「地域社会」など
と訳されています。
長岡市では「互いに助け合い
連帯意識を持って快適で潤いの
ある地域社会をつくりながら、
自分たちでできることは自分た
ちで行う」コミュニティを目指
しています。

お問い合わせは、
生涯学習課蕁３２・５１１０へどうぞ。
「コミュニティ」についてのホーム
ページ
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
/dpage/syoutai/comyunity-mori/in
dex.html

もご覧ください

2期就任あいさつ



５ ４

こ
の
日
の
先
生
は
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
出
身
で
上
越
教
育
大
学
で

教
育
学
を
学
ぶ
サ
マ
ル
カ
ン
デ
ィ

・
ナ
ビ
ー
ル
さ
ん
。

東
北
中
学
校
の
三
年
生
の
ク
ラ

ス
で
行
わ
れ
た
授
業
の
テ
ー
マ
は
、

ア
ラ
ビ
ア
語
が
母
国
語
の
ナ
ビ
ー

ル
先
生
と
、
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

「
私
の
国
は
ど
こ
に
あ
る
か
知

っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
ナ
ビ

ー
ル
先
生
の
質
問
で
授
業
は
始
ま

り
ま
し
た
。

「
私
の
国
で
は
最
高
気
温
が
摂

氏
五
十
度
を
超
え
る
の
で
、
こ
ん

な
服
装
を
し
て
い
ま
す
」「
男
性
と

女
性
は
一
緒
に
食
事
を
し

ま
せ
ん
」
「
日
の
出
か
ら

日
没
ま
で
食
事
を
し
な
い

断
食
の
月
が
あ
り
ま
す
」

な
ど
、
日
本
と
は
異
な
る

イ
ス
ラ
ム
の
文
化
や
習
慣

に
生
徒
た
ち
は
興
味
津
々
。

な
か
で
も
、
民
族
衣
装

を
着
せ
て
も
ら
い
、
ア
ラ

ビ
ア
語
で
あ
い
さ
つ
の
練
習
を
し

た
時
は
、
慣
れ
な
い
発
音
に
教
室

中
が
笑
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

「
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
こ
と
を

た
く
さ
ん
教
え
て
も
ら
っ
て
、
身

近
な
国
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
」「
イ

ス
ラ
ム
の
国
の
文
化
を
知
っ
て
、

日
本
の
文
化
を
再
認
識
し
ま
し
た
」

「
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
国
に
つ
い

て
知
り
た
い
」
な
ど
、
授
業
終
了

後
、
生
徒
た
ち
は
生
き
生
き
と
し

た
表
情
で
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

一
方
、
将
来
は
教
育
大
臣
に
な

る
の
が
夢
と
い
う
ナ
ビ
ー
ル
さ
ん

は
、「
楽
し
み
な
が
ら
私
の
国
を

知
っ
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
。

子
ど
も
た
ち
と
英
語
を
使
っ
て
交

流
す
る
こ
と
は
、
私
自
身
、
大
変

勉
強
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
は
大
い
に
海
外
に
目
を
向
け
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

留
学
生
を
学
校
の
先
生
と
し
て

派
遣
す
る
こ
の
事
業
は
昨
年
十
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
度
は

「
先
生
」
が
十
六
カ
国
三
十
八
人

に
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
り
わ

か
り
や
す
く
多
彩
な
授
業
を
行
え

る
よ
う
「
先
生
」
の
研
修
会
を
開

き
ま
し
た
。

留
学
生
の
み
な
さ
ん
が
教
壇
に

立
つ
こ
と
が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
は
世
界
の
国
々

の
人
た
ち
と
直
接
触
れ
合
う
機
会

が
増
え
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
子

ど
も
た
ち
は
異
文
化
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
豊
か
な
国
際
感
覚
を

養
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

昨
年
十
二
月
、
な
が
お
か
市
民

セ
ン
タ
ー
五
階
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
ま
ち
な
か
花
火
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
迫
力

あ
る
立
体
映
像
と
音
響
で
、
長
岡

花
火
が
一
年
中
楽
し
め
る
施
設
と

し
て
す
っ
か
り
長
岡
の
名
所
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
九
月
に
は
来
場
者

も
三
万
人
に
達
し
ま
し
た
。

花
火
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
開
館

一
周
年
を
記
念
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
国
際
的
な
花

火
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

「
こ
ん
な
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
あ

っ
た
ら
い
い
な
」
と
い
う
も
の
を

み
な
さ
ん
か
ら
パ
ソ
コ
ン
で
デ
ザ

イ
ン
し
て
も
ら
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
受
け
付
け
ま
す
。
世
界
か

ら
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
創
作
花

火
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

花
火
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
現
在
上

映
し
て
い
る
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー

（
約
十
分
間
の
番
組
）
に
新
番
組

が
で
き
、
二
本
立
て
に
な
り
ま
す
。

お
な
じ
み
の
花
火
の
妖
精
「
ナ

ッ
ち
ゃ
ん
」
が
海
の
中
で
大
活
躍

す
る
内
容
で
、
花
火
の
立
体
映
像

も
一
段
と
精
巧
な
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
番
組
と
同
様
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
新

番
組
。
上
映
開
始
は
十
二
月
二
十

日
貍
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

火焔土器発祥の地である馬高遺跡（関原町１）は、縄
文時代中期（約5,000～4,000年前）の大規模な集落跡で、

昭和54年に隣接する三十稲場
遺跡と合わせて国の史跡に指
定されました。また、火焔土
器を含む複数の出土品は国の
重要文化財に指定されていま
す。
市では、史跡の整備に向け
た基礎資料を得るため、今年
５月から11月にかけて馬高遺
跡の発掘調査を行いました。
その結果、遺跡には大小２
つのムラがあったことが新た
に明らかになりました。いず

馬高遺跡から縄文時代の貴重な
遺物が多数出土しました

れも中央に広場があり、住
居群や貯蔵穴、墓穴などが
その周りを取り囲んでいま
す。
遺跡南側の小さなムラ跡

は、縄文時代中期の終わり
ころ（約4,000年前）のもの
で、そこから高床式住居の
柱穴の跡（左写真）が発見
されました。
一方、遺跡北側の大きなムラ跡は、より古い縄文時代

中期前半（約5,000～4,500年前）のもので、周辺からは
火焔型土器（上写真）や石器・土偶など、当時の生活や
文化をうかがうことができる遺物が数多く出土しました。
今後、市では、発掘調査の成果に基づき、馬高・三十

稲場遺跡を長岡の古代史を象徴する「火焔土器のふるさ
と」として保存・整備していくことにしています。

問い合わせ＝科学博物館†３２・０５４６

花
火
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー

第
2
弾
が
登
場
し
ま
す

大
い
に
海
外
に

目
を
向
け
て
ほ
し
い

英
語
と
ア
ラ
ビ
ア
語
で

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
国
際
感
覚
を

ま
す
ま
す
充
実
「
世
界
が
先
生
」

ま
ち
な
か
花
火
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
一
周
年
記
念

国
際
バ
ー
チ
ャ
ル
花
火
コ
ン
テ
ス
ト

の
開
催
と
新
番
組
の
上
映
！

県
内
の
大
学
な
ど
で
学
ぶ
留
学
生
を
、
小
・
中
学
校
に
先
生
と
し
て
派
遣
す
る

「
世
界
が
先
生
―
―
国
際
人
育
成
事
業
」。

県
内
で
は
長
岡
市
が
最
初
に
導
入
し
た
こ
の
事
業
は
、
国
際
理
解
教
育
を
進
め
る

た
め
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
し
て
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

先
生
と
な
る
留
学
生
の
登
録
者
を
増
や
す
な
ど
、
内
容
を
充
実
し
ま
し
た
。

十
一
月
十
一
日
に
東
北
中
学
校
で
行
わ
れ
た
授
業
の
様
子
か
ら
、
事
業
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

▲「マルハバ（こんにちは）。ケーフハ
ーラック（ご機嫌いかがですか）？」
とアラビア語でのあいさつに挑戦

▲「アラビア語は英語とは逆に、右から左に向かって書きます」と説明する
ナビールさん

市政ニュース�NAGAOKA みんなで�
　応募してね。�

あなたが花火のデザイナー！すてきな作品をお
寄せください。どなたでも応募できます。
募集作品＝パソコンで作成した30秒以内の「オリ

ジナルスターマイン」
応募方法＝下記の主催者ホームページにアクセス

して作品を制作し、必要事
項を入力の上、データを送
信してください（事前に動
画で仕上がりを確認できま
す）。応募は１人１点限り。

募集期間＝12月20日貍～平成16年２月15日豸
結果発表＝来年３月上旬に実行委員会のホームペ

ージに掲載するほか、入賞者に通知。
表　　彰＝優秀作品に賞状と賞金（最優秀賞20万

円ほか）を贈呈。
※優秀作品は、まちなか花火ミュージアムで上映
するほか、専用ウェブサイトで公開します。
詳しくは実行委員会のホームページ http : //vr-

fireworks.city.nagaoka.niigata.jpをご覧ください。
問い合わせ＝実行委員会事務局（観光課内）

†３９・２２２１

ＮＡＧＡＯＫＡ
国際バーチャル花火コンテスト

▲人が入っている所が柱穴の
跡（８月10日の発掘調査見学
会で）

ナッちゃん

▲上下逆に埋められていた珍し
い出土例の火焔型土器

ミ
ニ�
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「
世
界
が
先
生
」
で
授
業
も
充
実
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７ ６

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

都
市
づ
く
り
の
具
体
的
な
将
来
像

や
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。

長
岡
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
、
「
都
心
地
域
（
Ｊ
Ｒ

長
岡
駅
周
辺
）
」
「
副
心
地
域

（
千
秋
が
原
・
古
正
寺
町
周
辺
）
」

「
次
世
代
複
合
市
街
地
（
西
部
丘

陵
地
域
）
」
の
三
地
域
を
都
市
づ

く
り
の
た
め
の
先
導
的
な
整
備
を

行
う
「
重
点
整
備
地
域
」
と
し
、

整
備
方
針
や
施
策
を
細
か
く
示
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
社
会
経
済
情

勢
は
予
想
を
上
回
る
変
化
を
見
せ
、

都
心
地
域
に
つ
い
て
は
「
中
心
市

街
地
構
造
改
革
会
議
の
中
間
報
告
」

や
「
長
岡
操
車
場
地
区
土
地
利
用

計
画
の
見
直
し
答
申
」
が
、
副
心

地
域
に
つ
い
て
は
「
千
秋
が
原
南

側
部
分
の
土
地
利
用
変
更
計
画
」

が
そ
れ
ぞ
れ
市
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
次
世
代
複
合
市
街
地

で
は
、
今
年
三
月
の
㈱
ス
ペ
ー
ス

ネ
オ
ト
ピ
ア
の
破
産
に
よ
り
、
土

地
利
用
計
画
の
実
現
が
困
難
に
な

る
な
ど
、
「
重
点
整
備
地
域
」
の

整
備
方
針
や
施
策
に
、
現
状
と
の

整
合
が
取
れ
な
い
部
分
が
出
て
き

ま
し
た
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
も
、

都
市
づ
く
り
の
将
来
像
な
ど
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
根
幹
部
分
に
は
変

わ
り
が
な
い
こ
と
か
ら
、
今
回
は

「
重
点
整
備
地
域
」
の
整
備
方
針

や
施
策
に
つ
い
て
の
補
正
的
な
見

直
し
を
行
う
こ
と
に
し
、
見
直
し

案
を
作
成
し
ま
し
た
。

見
直
し
案
の
内
容
に
つ
い
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

聴
き
し
な
が
ら
今
年
度
中
の
計
画

の
見
直
し
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

見
直
し
案
の
詳
細
は
、
市
役
所

一
階
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
や
な
が

お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
十

二
月
二
十
五
日
貅
ま
で
に
都
市
政

策
課
蕁
39
・
２
２
２
５
、
FAX
39
・

２
２
７
０
、
Ｅ
メ
ー
ルtoshisei@

city.nagaoka.niigata.jp

へ
ぜ
ひ
、

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

消
雪
パ
イ
プ
の
有
効
活
用
と
地

盤
沈
下
の
防
止
を
両
立
す
る
に
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
節
水
へ
の
取

り
組
み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
地
下
水
節
水
ル
ー

ル
の
素
案
を
ま
と
め
、
市
政
だ
よ

り
十
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
事
業
者
団
体
や
町
内
会

へ
の
説
明
会
な
ど
も
実
施
し
、「
節

水
に
は
賛
成
。
で
も
雪
の
消
え
残

り
は
大
丈
夫
？
」「
大
型
店
舗
の

消
雪
パ
イ
プ
の
水
の
勢
い
が
す
ご

い
」「
雪
の
降
っ
て
い
な
い
時
も

散
水
し
て
い
る
所
が
あ
る
」
な
ど

五
十
二
件
も
の
み
な
さ
ん
の
声
を

お
聴
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市
で
は
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を

参
考
に
さ
ら
に
検
討
を
加
え
、
来

年
三
月
に
地
下
水
節
水
ル
ー
ル
の

条
例
化
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
環
境
政
策
課
蕁
24

・
０
５
２
８
へ
ど
う
ぞ
。

来
年
3
月
の
条
例
化
を
予
定

大
切
な
水
資
源
を
有
効
に

地
下
水
の
節
水
ル
ー
ル
を
つ
く
り
ま
す

「地下水の節水ルール案」Ｑ＆Ａ

散水量は、「散水飛距離」（図）で判断し、
道路の場合約20㎝以下、駐車場の場合約
25㎝以下とします。自動降雪検知器では、
雪が降りやんでか
らポンプが止まる
までの時間を約５
分以内、ポンプの
稼動する雪温の設
定を約0 .5℃以下
とします。

消雪面積が150㎡以上の駐車場（約６台
以上）や道路の場合は、これまでの自動
降雪検知器に加え、新たに散水量を調節
するための水量調節弁の設置が必要にな
ります。

ポンプの口径が100㎜以上の大口利用の
場合（約100台以上の駐車場や国、県、
市道が対象）は、「ルール２」に加え、
管理責任者の選任のほか、水量測定器を
設置し、一冬の地下水使用量の報告が必
要になります。

市は、地下水位が大幅に低下したときは、
｢地盤沈下注意報･警報｣を発令して、一層
の節水を市民のみなさんに求めます。特
に警報の場合、地盤沈下が心配な川西地
区の大口利用者（町内会消雪組合は除く）
に対し、揚水量の約50％削減を求めます。

寄せられたご質問の中から特に多かったものにお答えします。

（図）散水飛距離

Ｑ　この基準で大丈夫？

Ａ 坂道などを除けば、ほぼこの基準
で大丈夫です。大雪の時などは、

多少消え残りが
生じますが、雪
かきと組み合わ
せるなどして、
できるだけ散水
量を減らしまし
ょう。

Ｑ　水量調節弁とはどのようなもの？

Ａ 容易に散水量を
調節するため、
ポンプ格納室と
は別に、配管の
途中に取り付け
る弁のことです。▲水量調節弁

Ｑ　水量測定器とはどのようなもの？

Ａ 水道メーターのことです。このほ
か、ポンプの運転時間を示す運転
時間計を取り付け、くみ上げた量
を計算することもできます。

Ｑ　警報時に水量を50％削減すると、
道路交通への支障は？

Ａ 国、県、市が管理する消雪パイプ
が設置してある道路では、積雪状
況に応じて機械除雪で対応します。

市政ニュース�NAGAOKA

散水量や自動降雪検知器の基準ルール１

水 量 調 節 弁 の 設 置ルール２

水 量 測 定 器 の 設 置ルール３

注 意 報 ・ 警 報 の 発 令ルール４

三
つ
の
「
重
点
整
備
地
域
」
で

情
勢
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た

「
重
点
整
備
地
域
」
の
施
策
を

補
正
的
に
見
直
し
ま
す

ご
意
見
を

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

sＪＲ長岡駅上空から見た都心地域と副心地域

①都心地域
多様な都市機能の導入・展開を図り、ま
ちなか回帰を促進する地域とします。
「厚生会館地区」「大手通中央地区」
「大手通表町地区」では、商業・アミュー
ズメント機能、文化機能などのほか、新た
に行政サービス機能の導入を図ります。
「長岡操車場地区」は、広域行政サービス
や都市型市民防災の拠点とします。

②副心地域
「千秋が原地区」では、文化・交流機能、
医療・福祉機能などのほか、新たに商業・
アミューズメント機能の導入を図り、長岡
リリックホール、県立近代美術館、ハイブ
長岡など既存の高次都市機能と連携した広
域的な拠点地区の形成を目指します。

③次世代複合市街地（西部丘陵地域）
「ネオトピア長岡地区」は、㈱スペース
ネオトピアの破産により、名称を「西部丘
陵東地区」に変更します。引き続きこの地
区では、国営越後丘陵公園や県立歴史博物
館を中心としたアミューズメント・文化・
交流機能の立地・誘導に努めます。

長岡市都市計画マスタープラン
～見直しのポイント（下線部）～



９ ８

１
日
・
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
を
設
置

５
日
・
消
防
出
初
式

６
日
・
新
年
賀
詞
交
換
会

・
福
祉
総
合
相
談
窓
口
開
設

14
日
・
第
１
回
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
を
開
催

１
日
・
長
岡
市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
米
百
俵
メ
ー
ル
」
配
信

開
始

６
日
・
e-

ネ
ッ
ト
シ
テ
ィ
な
が
お
か
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

ス
タ
ー
ト

15
日
・
長
岡
雪
し
か
ま
つ
り
（
16
日
も
）

22
日
・
積
雪
時
地
震
防
災
訓
練
を
実
施

３
日
・
市
議
会
３
月
定
例
会
（
25
日
ま
で
）

15
日
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
体
験
講
習
会

24
日
・
第
７
回
米
百
俵
賞
に
高
橋
一
馬
さ
ん
を
選
定

１
日
・
長
岡
市
企
業
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

・
市
の
組
識
の
変
更
を
行
い
、
ま
ち
な
か
活
性
課
な
ど

を
設
置

４
日
・
老
人
福
祉
施
設
お
山
の
家
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

５
日
・
悠
久
山
桜
ま
つ
り
（
30
日
ま
で
）

27
日
・
市
議
会
議
員
選
挙

１
日
・
日
越
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

・
乙
吉
運
動
広
場
オ
ー
プ
ン

３
日
・
成
人
式

14
日
・
第
１
回
中
心
市
街
地
構
造
改
革
会
議
を
開
催

15
日
・
市
議
会
臨
時
会
（
21
日
ま
で
）

21
日
・
中
米
・
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
共
和
国
で
米
百
俵
が
上
演

24
日
・
花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
開
催
（
25
日
も
）

25
日
・
任
意
合
併
協
議
会
の
構
成
市
町
村
を
巡
る
、
お
国
自

慢
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施

29
日
・
な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見
ツ
ア
ー
（
計
17
回
）

２
日
・
長
岡
市
子
ど
も
・
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

・
な
が
お
か
の
ご
み
改
革
案
説
明
会
（
20
日
ま
で
）

平
成
十
五
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と

わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
年
は
ど
ん

な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

長
岡
市
は
、
今
年
も
市
民
の
み
な
さ

ん
の
参
画
を
得
て
、
市
町
村
合
併
や
ｅ

‐
ネ
ッ
ト
シ
テ
ィ
な
が
お
か
推
進
事
業
、

中
心
市
街
地
構
造
改
革
会
議
な
ど
に
代

表
さ
れ
る
多
く
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

六
月
に
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
即

位
後
初
め
て
新
潟
県
を
訪
問
さ
れ
、
多

く
の
市
民
が
お
出
迎
え
す
る
な
か
、
県

12
日
・
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
長
岡
市
内
を
ご
視
察

15
日
・
米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集
い

24
日
・
市
議
会
６
月
定
例
会
（
７
月
４
日
ま
で
）

７
日
・
市
町
村
合
併
住
民
説
明
会
を
開
催
（
29
日
ま
で
）

12
日
・
ま
ち
な
か
・
考
房
、
長
岡
戦
災
資
料
館
が
オ
ー
プ
ン

25
日
・
心
の
ふ
る
さ
と
城
下
町
長
岡
の
文
人
展

（
８
月
13
日
ま
で
）

・
特
別
展
医
家
長
谷
川
家
と
近
世
長
岡
の
教
育

（
９
月
15
日
ま
で
）

１
日
・
非
核
平
和
都
市
宣
言
市
民
の
集
い

・
長
岡
ま
つ
り
（
２
日
・
３
日
も
）

２
日
・
全
国
花
火
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
（
３
日
も
）

３
日
・
第
４
回
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
長
岡
歴
史
会
談
を
開
催

11
日
・
森
市
長
が
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
共
和
国
を
公
式
訪
問

（
15
日
ま
で
）

31
日
・
地
震
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

10
日
・
市
議
会
９
月
定
例
会
（
24
日
ま
で
）

13
日
・
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

28
日
・
な
が
お
か
ポ
ニ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

１
日
・
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
ス
タ
ー
ト

４
日
・
第
２
回
米
百
俵
ま
つ
り

11
日
・
す
こ
や
か
・
と
も
し
び
ま
つ
り

１
日
・
秋
ま
つ
り
、
長
岡
市
美
術
展
覧
会
（
市
展
）

２
日
・
長
岡
市
長
選
挙
で
森
民
夫
市
長
が
無
投
票
で
再
選

３
日
・
長
岡
市
表
彰
式

・
郷
土
民
俗
芸
能
公
演
会

19
日
・
河
井
継
之
助
史
跡
広
場
オ
ー
プ
ン

27
日
・
市
議
会
臨
時
会

９
日
・
市
議
会
12
月
定
例
会
（
19
日
ま
で
）

20
日
・
ま
ち
な
か
花
火
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
一
周
年
記
念

新
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
上
映
開
始

・
国
際
バ
ー
チ
ャ
ル
花
火
コ
ン
テ
ス
ト
募
集
開
始

t１月14日　第１回長
岡地域任意合併協議会
参加８市町村の首長

をはじめ、住民代表、
学識経験者、議会代表
など51人の委員で合併
の方式などについて協
議を開始しました。

立
歴
史
博
物
館
を
ご
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

七
月
に
は
、
中
心
市
街
地
に
市
民
活

動
の
新
し
い
拠
点
、
ま
ち
な
か
・
考
房

と
戦
災
資
料
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

八
月
、
中
米
・
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
共
和

国
か
ら
の
招
請
を
受
け
た
森
市
長
が
、

同
国
を
公
式
訪
問
し
、
首
都
テ
グ
シ
ガ

ル
パ
で
「
米
百
俵
」
を
観
劇
し
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
な
が
お
か
の
ま
ち
再
発

見
ツ
ア
ー
や
米
百
俵
ま
つ
り
の
開
催
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
一
年
で
し
た
。

そ
れ
で
は
、
市
政
を
中
心
に
こ
の
一

年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

今 年 の で き ご と
2 0 0 3 な が お か

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

▲２月６日 ｅ-ネットシティながおかネットワークの運
用を開始（写真は、表町小学校のみなさんとのテレビ会議）
急速に拡大するブロードバンド時代にいち早く対応す

るため、超高速インターネットの基盤整備を行い、行政
サービスや市民生活の利便性を向上させるための事業を
スタートさせました。

s３月15日　チャレン
ジショップ体験講習会
を開催
大手通りのチャレン

ジショップ「リード・
ブロー」で体験講習会
を開催。バレエ用品の
お店では、バレリーナ
が髪につけるティアラ
づくりに挑戦しました。

t５月25日　お国自慢
バスツアー（写真は三
島町郷土資料館で匠の
技に見入る参加者たち）
長岡市と合併の協議
を進めている市町村の
ことを知ろうと、２つの
コースに分かれて、そ
れぞれのまちが誇る、
自慢の場所を巡りました。

▲４月18日　悠久山桜まつり（４月５日～30日）
今年の桜まつりは、期間中、曇りや雨の日が多

かったのですが、この日は、お天気に恵まれ、大
勢の人が満開の桜を楽しみました。

s10月４日　米百
俵まつりを開催
越後長岡時代行

列第２部「戊辰戦
争と長岡」では、
長岡藩の各隊の大
隊長が勢ぞろい。
この日は46,000人
の市民や観光客の
みなさんが祭り会
場を訪れました。

▲11月３日　秋まつり郷土芸能民俗
公演会
踊りは、李崎御神楽保存会の神楽

祓の舞（かぐらはらいのまい）です。▲９月４日　ながおかのまち
再発見ツアー・企画募集ツアー
この日のグループは、山古
志村の中山隧道などの近隣市
町村の名所や史跡を探訪しま
した。

t８月11日　森市長が
ホンデュラス共和国を
訪問
同国からの招請を受

けた森市長は、首都テ
グシガルパで上演され
た「米百俵」を観劇。
市民を代表して、同国
民へメッセージを送り
ました。

t７月12日　まちなか・考
房と長岡戦災資料館が開館
まちなかのにぎわいの創
出と平和の大切さを伝える
ため、中心市街地に新たに
もう一つ市民活動の拠点が
できました。

s６月12日　天皇皇后両陛
下が長岡市を訪問
天皇皇后両陛下が即位後

初めて新潟県を訪問され、
この日、県立歴史博物館で
土器作りなどをご視察され
ました。

2003
市政日誌

今 年 の で き ご と
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透
明
な
ガ
ラ
ス
容
器
の
中
に

観
葉
植
物
な
ど
を
植
え
つ
け
て

み
ま
し
ょ
う
。
室
内
で
イ
ン
テ

リ
ア
と
し
て
も
楽
し
め
ま
す
。

日
時
＝
１
月
17
日
貍
午
前
10
時

11 10

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
ア
ト
リ
ウ
ム

２
階
　
講
師
＝
市
政
だ
よ
り

「
園
芸
教
室
」
担
当
・
小
林
正

夫
さ
ん
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

持
ち
物
＝
さ
い
ば
し
、
は
さ
み
、

ス
プ
ー
ン
（
柄
が
長
い
も
の
）

参
加
料
＝
３
、５
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
12
月
17
日
貉
〜
１
月
14

日
貉す

べ
て
無
料
で
す
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

期
日
＝
12
月
25
日
貅

時
間
と

会
場
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

…
中
央
図
書
館
講
座
室
１
（
未

就
学
児
向
け
）
、
午
後
３
時
〜

４
時
…
同
館
講
堂
（
小
学
生
向

け
）

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
紙
芝
居
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
な
ど

日
時
＝
12
月
14
日
豸
午
後
２
時

〜
３
時
　
会
場
＝
大
島
公
民
館

内
容
＝
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

定
員
＝
１
０
０
人
（
先
着
）

問
い
合
わ
せ
＝
西
地
域
図
書
館

蕁
27
・
４
９
０
０

日
時
＝
12
月
26
日
貊
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
内
容
＝
ル
ー
シ

ー
・
モ
ー
ド
・
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー

著
「
赤
毛
の
ア
ン
」

会
場
・

問
い
合
わ
せ
＝
互
尊
文
庫
蕁
35

・
７
９
８
１

日
時
と
内
容
＝
12
月
20
日
貍
午

後
２
時
〜
３
時
15
分
「
ポ
ー
ル

・
グ
リ
モ
ー
短
編
傑
作
集
」

（
’88
年
フ
ラ
ン
ス
）

会
場
＝

中
央
図
書
館
講
堂
　
定
員
＝
１

９
０
人
（
先
着
）

日
時
＝
12
月
10
日
貉
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
内
容
＝
ロ
バ
ー

ト
・
マ
ッ
ク
ロ
ス
キ
ー
文
、
絵

「
サ
リ
ー
の
こ
け
も
も
つ
み
」

会
場
＝
中
央
図
書
館
講
座
室
１

１
人
が
１
曲
カ
ラ
オ
ケ
で
歌

い
ま
す
。
予
選
は
申
込
者
全
員

が
出
場
し
、
そ
の
う
ち
の
男
女

各
15
人
が
紅
白
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
自
慢
の
の
ど
を
競
い
ま
す
。

日
時
＝
予
選
…
１
月
17
日
貍
午

前
10
時
か
ら
、
紅
白
歌
合
戦
…

２
月
11
日
豢
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
＝
小
学
１
年
〜
６
年
生

会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

曲
目
＝
１
〜
３
年
生
は
①
〜
⑩

の
中
か
ら
、
４
〜
６
年
生
は
①

〜
⑳
の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
。
①
ウ
サ
ギ
の
ダ
ン
ス
②
う

れ
し
い
ひ
な
祭
り
③
大
き
な
古

時
計
④
お
も
ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ

チ
ャ
⑤
か
も
め
の
水
兵
さ
ん
⑥

月
の
砂
漠
⑦
な
か
よ
し
小
道
⑧

春
が
き
た
⑨
み
か
ん
の
花
咲
く

丘
⑩
め
だ
か
の
学
校
⑪
明
日
へ

の
扉
⑫
北
国
の
春
⑬
さ
く
ら

（
森
山
直
太
朗
）
⑭
四
季
の
歌

⑮
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
⑯
翼

を
く
だ
さ
い
⑰
な
ご
り
雪
⑱
涙

そ
う
そ
う
⑲
光
⑳B

estFriend

参
加
料
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝

12
月
23
日
豢
ま
で

原
稿
は
掲
載
希
望
月
の
前
月
５
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前

日
）
ま
で
に
〒
９
４
０
―
８
５
０
１

秘
書
広
報
課
広
報
係
へ
郵
送
、
持
参
、

FAX
39
・
２
２
７
２
、
Ｅ
メ
ー
ルinf

‐

prd@
city.nagaoka.niigata.jp

で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紙
面
に
限
り
が
あ
る
こ
と

や
市
政
だ
よ
り
の
全
世
帯
配
布
に
一

定
の
日
数
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

開
催
日
や
申
し
込
み
期
限
が
発
行
月

の
初
旬
の
も
の
は
、
掲
載
を
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

秘
書
広
報
課
蕁
39
・
２
２
０
２

伝
統
的
な
正
月
飾
り
を
楽
し
く
作

込
み
＝
12
月
21
日
豸
ま
で

期
日
＝
①
土
曜
日
コ
ー
ス
…
１

月
24
日
、
２
月
14
日
②
日
曜
日

コ
ー
ス
…
１
月
25
日
、
２
月
15

日
　
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　
対
象
＝
小
学
３
年

生
〜
高
校
生
ま
た
は
そ
の
親
子

定
員
＝
各
15
人
（
先
着
）

材

料
費
＝
粘
土
１
㎏
４
０
０
円

会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
＝
12
月
21
日
豸
ま
で

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
、

地
震
の
時
に
起
こ
る
地
盤
の
液

状
化
現
象
を
再
現
す
る
実
験
装

置
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
12
月
20
日
貍
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分
（
都
合
の
よ

い
時
間
に
直
接
お
い
で
く
だ
さ

い
）

会
場
＝
科
学
博
物
館
自

然
展
示
室
　
持
ち
物
＝
５
０
０

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
サ
イ
ズ
の
空
き

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
　
参
加
料
＝
無

料
シ
ャ
ボ
ン
膜
に
つ
く
る
氷
の

結
晶
、
南
極
氷
の
観
察
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
づ
く
り
な
ど

の
実
験
を
行
い
ま
す
。
希
望
者

に
は
雪
の
結
晶
の
形
を
し
た
氷

を
差
し
上
げ
ま
す
（
保
冷
容
器

と
保
冷
剤
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）。

日
時
＝
12
月
23
日
豢
・
24
日
貉

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

（
時
間
内
で
繰
り
返
し
実
施
し

ま
す
。
都
合
の
よ
い
時
間
に
直

接
お
い
で
く
だ
さ
い
）

会
場

＝
科
学
博
物
館
自
然
展
示
室

参
加
料
＝
無
料

新
年
賀
詞
交
換
会

日
時
＝
１
月
５
日
豺

午
前
11
時
30
分
か
ら

会
場
＝
厚
生
会
館
大
ホ
ー
ル

会
費
＝
６
０
０
円

申
し
込
み
＝
12
月
16
日
貂
ま
で

に
会
費
を
添
え
て
秘
書
広
報
課

秘
書
係
蕁
39
・
２
２
０
０
ま
た

は
長
岡
商
工
会
議
所
１
階
受
付

蕁
32
・
４
５
０
０
へ

日
時
＝
12
月
25
日
貅
・
26
日
貊

午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
青

少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝

小
学
３
年
生
以
上
ま
た
は
そ
の

親
子
　
内
容
＝
マ
フ
ラ
ー
と
エ

コ
た
わ
し
づ
く
り
　
材
料
費
＝

７
０
０
円
〜
１
、１
０
０
円
　
定

員
＝
10
人
（
先
着
）

申
し
込

み
＝
12
月
21
日
豸
ま
で

日
時
＝
１
月
７
日
貉
午
前
９
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
青
少
年
文

化
セ
ン
タ
ー
　
部
門
＝
小
学
１

年
〜
３
年
の
部
、
小
学
４
年
〜

６
年
の
部
、
女
流
の
部
（
小
学

１
年
〜
６
年
）

対
局
方
法
＝

参
加
人
数
に
よ
り
決
定
　
申
し

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
12
月
６
日
〜
27
日
の
土
・
日

・
祝
日
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
（
受

付
は
３
時
30
分
ま
で
）

会
場
＝
県

立
歴
史
博
物
館
体
験
コ
ー
ナ
ー
　
参

加
料
＝
無
料
（
高
校
生
以
上
は
入
館

料
が
必
要
）

県
立
歴
史
博
物
館

蕁
47
・
６
１
３
５

①
初
心
者
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

教
室ポ

イ
ン
セ
チ
ア
を
描
い
て
す
て
き

な
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
12
月
12
日
貊
午
後
７
時
〜
９

時②
子
ど
も
た
ち
の
ク
リ
ス
マ
ス
ト
ー

ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
教
室

ブ
ー
ツ
や
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
描
い
て

リ
ー
ス
に
飾
り
付
け
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
14
日
豸
午
後
１
時
〜
３

時
　
対
象
＝
小
学
生
以
上
ま
た
は
親

子

◇
　
　
　
　
　
◇

会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
２

０
４
会
議
室
　
定
員
＝
各
15
人
（
先

着
）

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円

①
②
と
も
前
日
ま
で
に
「
ま
ち
の
先

生
」・
小
川
さ
ん
蕁
39
・
６
４
３
１
へ

ア
メ
リ
カ
で
最
も
モ
ダ
ン
な
「
滝

の
上
の
家
」
を
設
計
し
た
建
築
家
フ

ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
と
愛
弟

子
た
ち
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
12
月
13
日
貍
①
午
前
11
時
か

ら
②
午
後
１
時
か
ら
③
３
時
か
ら

定
員
＝
１
８
０
人
（
先
着
）

会
場

＝
県
立
近
代
美
術
館
講
堂

県
立

近
代
美
術
館
蕁
28
・
４
１
１
２

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

●
花
と
緑
の
教
室

「
冬
の
ボ
ト
ル
ガ
ー
デ
ン
の

楽
し
み
方
」

中
央
図
書
館
†
32
・
0
6
5
8

lib@
city.nagaoka.niigata.jp

●
チ
ビ
ッ
コ
タ
イ
ム

ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル

１●
お
は
な
し
ぽ
ん
っ
！

ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル

２●
読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

３

●
映
画
会

４●
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

５
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
34
・
1
3
0
5

●
春
よ
〜
来
い
♪
　
子
ど
も

紅
白
歌
合
戦
〜
親
子
孫
の

三
世
代
の
心
を
つ
な
ぐ
歌

１

●
冬
休
み
毛
糸
編
み
教
室

２●
新
春
子
ど
も

将
棋
大
会
（
無
料
）

３

●
親
子
焼
物
の
つ
ど
い

４
科
学
博
物
館
†
32
・
0
5
4
6

FAX
36
・
7
6
9
1

kahaku@
city.nagaoka.nii

gata.jp

●
地
盤
の
液
状
化
実
験

１

●
雪
と
氷
の
お
も
し
ろ
実
験

２

■
県
立
歴
史
博
物
館
「
切
り
紙
で
正

月
か
ざ
り
を
つ
く
ろ
う
」

■
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
に

挑
戦
し
ま
せ
ん
か

■
映
画
鑑
賞
会
「
落
水
荘
　
ラ
イ
ト

と
弟
子
た
ち
」（
無
料
）

越後丘陵公園が雪遊び王国に変
身！安心快適なゲレンデや雪遊び
広場で家族そろってウインタース
ポーツが楽しめます。
なお、12月１日豺～１月１日豢

は冬季園内整備のため休園します。
開園期間＝１月２日貊～３月14日豸
開園時間＝午前９時30分～午後４時30分
休園日＝月曜日（休日の場合は翌日。１月５日は

開園）
料金＝入園料・駐車料・ロープリフト使用料とも

無料
内容＝そりゲレンデ（150ｍロープリフトあり）、

スキーゲレンデ（300ｍロープリフトあり）、
スノーボードゲレンデ、雪遊び広場、フワ
フワ遊具（暖の館）など

※ロープリフトは積雪の十分にある土・日・祝日
に運行します。積雪状況はお問い合わせください。

問い合わせ＝越後公園管理センター†４７・８００１

国営越後丘陵公園　ホワイトシーズン
～冬季開園のご案内～

▲素敵なインテリアになると
大好評の講座です。

問い合わせ＝中央公民館蕁３２・０４３７

初心者パソコン講習１月受講生募集

①ワープロはじめて講座（４回コース）
初心者を対象とした文章作成講座です。ワープロ

ソフト（ワード）の簡単な操作を学びます。

②ワープロちょっと上講座（４回コース）
「ワープロはじめて講座」を修了した人が対象で

す。ワープロソフト（ワード）の基礎の復習と実用
的な操作を学びます。

③ワープロ実践講座（８回コース)
「ワープロはじめて講座」修了程度の人が対象で

す。ワープロソフト（ワード）を使った文書作成の
基礎の確認と応用を学びます。

会　場＝中央公民館
受講料＝①②2,000円③4,000円（テキスト代別）
申し込み＝12月19日貊必着で、往復はがきの往信の

裏に希望のコース№、住所、氏名、年齢、
電話番号を、返信の表に郵便番号、住所、
氏名を記入して〒９４０－００７２柳原町２の
１長岡市中央公民館へ（申し込み多数の場
合は抽選）

コース№�
W38

期　　　日�
1/19b､20c､21d､22e

時　間�
9:30～12:00

定員�
20人�

コース№�
X39

期　　　日�
1/26b､27c､28d､29e

時　間�
9:30～12:00

定員�
20人�

コース№�
S48

期　　　日�
１/23～３/12の毎週金曜日�

時　間�
18:30～21:00

定員�
20人�

t「パソコンを活用
して趣味やサークル
などのいろいろな文
書を作ってみたいで
すね」（「ワープロは
じめて講座」に参加
した内藤敦さんと紀
子さん（右）、11月
20日・中央公民館）

冬もみんなで
遊びに来てね!

公
園
緑
地
課†

39
・
2
2
3
0

FAX
39
・
2
2
7
0



な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し
　
1
３９
・
2
7
6
3

時
間
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分
で
す
。

金
額
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
無
料
で
す
。
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
各
展
示
の
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
利
用
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで�
ください。�

日
時
＝
12
月
13
日
貍
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図
書
館

２
階
講
堂
　
内
容
＝
映
画
「
長
崎
ぶ

ら
ぶ
ら
節
」
と
長
崎
芸
妓
・
愛
八
の

歌
う
「
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」
の
視
聴
、

解
説
　
参
加
料
＝
５
０
０
円
　

古

志
の
会
・
亀
川
さ
ん
1
32
・
１
０
４

９日
時
＝
12
月
14
日
豸
午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル
　
出
演
＝
指
揮
…
馘
島

章
恭
、
管
弦
楽
…
長
岡
交
響
楽
団
、

合
唱
…
長
岡
第
九
合
唱
団
　
入
場
料

（
全
席
自
由
）＝
２
、０
０
０
円
　

長
岡
第
九
合
唱
団
事
務
局
・
石
見
さ

ん
1
35
・
７
７
４
８

日
時
＝
12
月
18
日
貅
午
後
２
時
〜
４

時
30
分

会
場
＝
教
育
セ
ン
タ
ー
（
三

和
２
）

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

12
月
10
日
貉
〜
17
日
貉
に
教
育
セ

ン
タ
ー
内
・
長
岡
地
域
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
協
議
会
1
32
・
３
７
１
６

へ日
時
＝
12
月
20
日
貍
午
後
２
時
〜
３

時
30
分
　
会
場
＝
Ｇ
Ｌ
Ｏ
ホ
ン
ポ
１

階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
青
葉
台
１
）

曲
目
＝
シ
ョ
パ
ン
「
ノ
ク
タ
ー
ン
Ｏ

Ｐ
Ｑ
の
№
２
」「
こ
が
ら
し
」
ほ
か

入
場
料
＝
無
料

事
務
局
・
花
木

さ
ん
1
47
・
３
７
０
３

お
と
ぎ
話
を
も
と
に
自
由
に
話
を

作
っ
て
演
じ
る
、
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
す
。

日
時
＝
12
月
21
日
豸
・
23
日
豢
・
27

日
貍
・
28
日
豸
午
後
２
時
〜
４
時
（
計

４
回
）

会
場
＝
北
越
書
館
（
城
内

町
２
）

対
象
＝
小
学
５
・
６
年
生

と
中
学
生
　
定
員
＝
８
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
２
、０
０
０
円
　

中
島
６

・
覺
張
さ
ん
1
・
FAX
36
・
３
９
２
５

障
害
の
あ
る
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
い
る
人
た
ち
と
の
交
流

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
す
。
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
12
月
23
日
豢
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
水
道
町
３
）

参
加
料
＝
８
０
０

円
　

事
務
局
・
馬
場
さ
ん
1
36
・

５
２
１
８

悩
ん
だ
り
不
安
を
持
っ
て
い
た
り

す
る
人
が
、
自
分
に
焦
点
を
当
て
て

静
か
に
心
と
体
の
声
を
聴
き
、
自
分

を
受
け
止
め
る
た
め
の
実
習
講
座
で

す
。

日
時
＝
12
月
27
日
貍
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
　
会
場
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

講
師
＝
元
成
城
大
学
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

・
大
澤
美
枝
子
さ
ん
　
定
員
＝
20
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
８
、０
０
０
円

長
岡
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
会
・
五
十

嵐
さ
ん
1
・
FAX
63
・
４
２
６
６
（
午

後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分
）

分
程
度
）

会
場
＝
地
球
広
場

出
演
＝
長
岡
少
年
少
女
合
唱
団

曲
目
＝
ジ
ン
グ
ル
･
ベ
ル
、
聖

夜
、
あ
っ
！
と
い
う
ま
に
ク
リ

ス
マ
ス
ほ
か

姉
妹
都
市
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス

市
の
文
化
や
歴
史
を
肌
で
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
２
月
26
日
貅
〜
３
月
２

日
貂
（
大
会
は
28
日
貍
）

種

目
＝
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
10
㎞
、

５
㎞
　
費
用
＝
15
万
円
程
度

申
し
込
み
＝
１
月
15
日
貅
ま
で

ピ
ア
（
仲
間
）
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
で
は
、
障
害
が
あ
り
な
が

ら
社
会
人
と
し
て
活
躍
す
る
人

が
、
障
害
の
あ
る
人
の
日
常
生

活
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

相
談
日
時
＝
12
月
17
日
貉
、
１

月
７
日
貉
・
21
日
貉
、
２
月
４

日
貉
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

※
長
岡
市
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
（
蕁
47
・
２
２
０
８
、

FAX
47
・
２
２
０
６
）
で
も
毎
週

土
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

ま
で
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

障
害
者
プ
ラ
ザ
で
は
、
障
害

の
あ
る
人
や
障
害
者
団
体
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
ス
ペ
ー
ス

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
人
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
の
相
談
室

を
臨
時
に
増
設
し
て
、
思
春
期

に
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を

専
門
相
談
員
が
お
聞
き
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
電
話
ま

た
は
面
接
で
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
12
月
13
日
貍
・
20
日
貍

・
27
日
貍
午
後
１
時
〜
４
時
（
電

話
の
受
付
は
３
時
30
分
ま
で
）

相
談
専
用
電
話
＝
蕁
39
・
９
３

５
７新

潟
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

写
真
専
門
部
展
の
巡
回
展
で
す
。

カ
メ
ラ
を
構
え
た
高
校
生
の
会

話
や
鼓
動
に
ふ
れ
て
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
12
月
８
日
豺
〜
１
月
12

日
豢

会
場
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お

か
前
フ
ロ
ア
、
北
越
銀
行
本
店

営
業
部
ロ
ビ
ー

期
間
＝
12
月
10
日
貉
〜
15
日
豺

期
間
＝
12
月
17
日
貉
〜
22
日
豺

期
間
＝
12
月
24
日
貉
〜
１
月
５

日
豺思

わ
ず
口
ず
さ
ん
で
し
ま
う
、

そ
ん
な
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
ば

か
り
で
す
。

子
ど
も
た

ち
の
素
敵

な
歌
声
で
、

楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
12
月
20
日
貍
午
前
11
時

か
ら
と
午
後
３
時
か
ら
（
各
30

か
ら
（
30
分
程
度
）

６
カ
月
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
を

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、「
わ
い

わ
い
ル
ー
ム
」（
ち
び
っ
こ
広
場

内
）
で
思
う
存
分
お
し
ゃ
べ
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
12
月
12
日
貊
・
26
日
貊

の
午
前
11
時
か
ら
（
１
時
間
程

度
）子

育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
、
相
談
員
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分ち

び
っ
こ
広
場
で
は
、
保
育

士
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
手
遊

び
や
体
操
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
12
月
17
日
貉
・
24
日
貉
、

１
月
７
日
貉
の
午
前
11
時
か
ら

（
15
分
程
度
）

期
間
＝
12
月
13
日
貍
〜
28
日
豸

会
場
＝
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

造
形
あ
そ
び
サ
ー
ク
ル
「
造

形
ア
ト
リ
エ
・
プ
ス
プ
ス
」
の

呼
び
か
け
で
市
民
セ
ン
タ
ー
内

に
「
画
材
バ
ン
ク
」
を
設
置
し

た
と
こ
ろ
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
多
く
の
画
材
が
集
ま

り
ま
し

た
。そ

の

画
材
を

セ
ン
タ

ー
の
利
用
者
に
無
料
で
貸
し
出

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
（
原
則
と
し
て
利
用
は
セ

ン
タ
ー
の
館
内
に
限
り
ま
す
）。

ま
た
、
使
わ
な
い
絵
の
具
や

ク
レ
ヨ
ン
な
ど
を
お
持
ち
の
人

は
ぜ
ひ
画
材
バ
ン
ク
に
お
譲
り

く
だ
さ
い
。

貸
出
画
材
＝
色
鉛
筆
、
ク
レ
ヨ

ン
、
サ
イ
ン
ペ
ン
、
ボ
ー
ル
ペ

ン
、
絵
の
具
、
筆
、
パ
レ
ッ
ト
、

墨
汁
な
ど
　
利
用
申
し
込
み
＝

市
民
セ
ン
タ
ー
事
務
室
（
１
階
）

蕁
39
・
２
７
６
３
へ

市
民
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
意
見
や
要
望
に

お
答
え
す
る
「
利
用
者
の
声
と

回
答
」
コ
ー
ナ
ー
を
２
階
・
３

階
に
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
自
由
ノ

ー
ト
で
多
く
寄
せ
ら
れ
た
意
見

等
へ
の
回
答
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
み
な
さ
ん
の
声
に
お
答
え
し

て
い
き
ま
す
。

長
岡
造
形
大
学
の
産
業
デ
ザ

イ
ン
学
科
の
学
生
が
「
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
デ
ザ
イ
ン
演
習
」
の
一

環
と
し
て
、
地
球
広
場
前
の
シ

ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
と
ち
び
っ
こ

広
場
に
ク
リ
ス
マ
ス
装
飾
を
施

し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
配
る
日
を
楽
し
み
に
待
つ
サ

ン
タ
の
人
形
な
ど
、
す
て
き
な

ク
リ
ス
マ
ス
装
飾
を
み
な
さ
ん

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間
＝
12
月
25
日
貅
ま
で

イ
ベ
ン
ト
（
交
流
会
な
ど
）

開
催
時
は
、
一
部
利
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
12
月
16
日
貂
午
前
11
時

か
ら
（
30
分
程
度
）

歌
っ
て
踊
っ
て
、
サ
ン
タ
さ

ん
と
一
緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
12
月
25
日
貅
午
前
11
時

〜
正
午
　
会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン

ト
広
場
　
対
象
＝
乳
幼
児
〜
小

学
校
低
学
年
と
そ
の
保
護
者

定
員
＝
50
組
（
先
着
）

申
し

込
み
＝
12
月
11
日
貅
〜
22
日
豺

い
ろ
い
ろ
な
画
材
を
使
っ
て
、

親
子
で
お
絵
描
き
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
12
月
17
日
貉
・
24
日
貉
、

１
月
７
日
貉
の
午
前
11
時
15
分

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）

障
害
者
プ
ラ
ザ
（
１
階
）

1
３９
・
２
７
５
１

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）

1
３９
・
２
７
７
５

そ
の
他
の
催
し

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
１
階
）

1
３９
・
２
７
１
４

s「15の瞬間
と き

」
中越高校３年・阿部千寛
さんの作品「写真でしか
分からない表情を見つけ
られるところが写真の魅
力かな。ずっと続けてい
きたいと思います」

▲上手に描けたかな？（11月19日・
ちびっこ広場で）

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
２
階
）

1
３９
・
２
７
４
６

FAX
３９
・
２
７
４
７

●
陽
光
ク
ラ
ブ
写
真
展

１●
川
柳
色
紙
展

３ ●
私
た
ち
の
「
ジ
ャ
ン
ボ
小
倉

百
人
一
首
」

２●
ク
リ
ス
マ
ス

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

１

●
カ
ウ
タ
ウ
ン
マ
ラ
ソ
ン

大
会
参
加
者
募
集

２●
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

１

●
ス
ペ
ー
ス
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す

２

●
県
高
校
文
化
連
盟
巡
回
展

「
高
校
生
の
目
・
愛
・
私
」

２

テ
ィ
ー
ン

ズ

ア
イ
　

ア
イ
　

ア
イ

●
高
校
生
の
み
な
さ
ん
、
そ
の

悩
み
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

１

●
紙
芝
居
を
楽
し
も
う

１●
ち
び
っ
こ
ク
リ
ス
マ
ス

２●
お
絵
描
き
タ
イ
ム

３

▲地球広場前ショーウインド
ーのクリスマス装飾

●
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

４●
子
育
て
相
談

５期
間�

担
　
当�

内
　
　
容�

12／11�
e

18�
e

母
子
保
健

推
進
員�

母
子
の
健
康
や�

子
育
て�

１／８�
e

家
庭
児
童

相
談
員�

家
庭
内
で
の�

困
り
ご
と�

栄
養
士�

幼
児
期
の
食
事�

●
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム

６

●
「
ぼ
く
に
は
関
係
な
い
こ
と

…
と
思
っ
て
い
た
」
〜
路
上

生
活
写
真
展
〜

お
知
ら
せ

●
画
材
の
貸
し
出
し
を

始
め
ま
し
た

１

●
「
利
用
者
の
声
と
回
答
」

コ
ー
ナ
ー
を
開
設

２●
長
岡
造
形
大
学
生
に
よ
る

ク
リ
ス
マ
ス
装
飾
が
登
場
！

３

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
幻
の
長
崎
民
謡
「
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら

節
」
を
聴
く

■
名
曲
フ
ォ
ー
レ
「
レ
ク
イ
エ
ム
」

高
田
三
郎
「
水
の
い
の
ち
」

ア
カ
ペ
ラ
合
唱
曲
　
演
奏
会

■
16
㎜
映
写
機

操
作
講
習
会
（
無
料
）

■
ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
コ
ン
サ
ー
ト

全
盲
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
島
筒
ひ
で

お
さ
ん
の
お
話
し
ピ
ア
ノ

■
演
劇
で
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か

■
ふ
れ
あ
い
の
集
い

ク
リ
ス
マ
ス
会

■
や
さ
し
い
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
講
座
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
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日
時
＝
１
月
11
日
a
午
後
２
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
曲

目
＝
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
四
季
よ

り
「
夏
」「
秋
」、
バ
ル
ト
ー
ク

「
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
」

ほ
か
　
入
場
料
＝
無
料
（
要
整

理
券
）

舞
台
技
術
の
プ
ロ
か
ら
照
明

と
音
響
の
基
礎
を
習
い
、
実
際

に
ス
テ
ー
ジ
で
体
験
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
12
日
-
・
18
日
a

・
31
日
g
、
２
月
７
日
g
・
８

日
a
（
計
５
回
）

時
間
＝
午

後
１
時
〜
５
時
（
最
終
日
は
午

前
９
時
〜
午
後
６
時
）

会
場

＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ

ー
　
対
象
＝
高
校
生
以
上
　
受

講
料
＝
２
、５
０
０
円
（
保
険
料

含
む
）

定
員
＝
20
人
（
応
募

多
数
の
場
合
選
考
あ
り
）

申

し
込
み
＝
12
月
20
日
g
ま
で
に

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
あ
る
所
定

の
申
込
書
で

日
時
＝
１
月
23
日
f
午
後
６
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

入
場
料
＝
無
料
　
出
演
＝
清
水

和
音
（
ピ
ア
ノ
）、
小
林
美
恵
（
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
）

申
し
込
み
＝

１
月
10
日
g
必
着
で
、
往
復
は

が
き
の
往
信
の
裏
に
「
ベ
ス
ト

オ
ブ
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
希
望
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、
返

信
の
表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―

２
１
０
１
寺
島
町
３
１
５
長
岡

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
へ
（
は
が
き

１
枚
に
つ
き
１
人
。
応
募
多
数

の
場
合
抽
選
）

俳
優
の
上
杉
祥
三
さ
ん
が
講

師
を
務
め
る
経
験
者
向
け
の
俳

優
講
座
で
す
。
最
終
日
に
発
表

公
演
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
２
月
11
日
-
〜
３
月
21

日
a
（
計
13
回
）

時
間
＝
土

曜
日
…
午
後
５
時
〜
９
時
、
日

曜
・
祝
日
…
午
後
１
時
〜
８
時

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ

ア
タ
ー
、
ス
タ
ジ
オ
　
対
象
＝

高
校
生
以
上
　
受
講
料
＝
１
０
、

５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

定
員
＝
20
人
（
応
募
多
数
の
場

合
選
考
あ
り
）

申
し
込
み
＝

１
月
９
日
f
ま
で

◇
チ
ケ
ッ
ト
発
売
◇

〈
市
民
企
画
公
募
型
事
業
〉

日
時
＝
２
月
15
日
a
午
後
１
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
　
入
場
料

（
全
席
自
由
）
＝
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝
12
月
10
日
d

か
ら

◇
チ
ケ
ッ
ト
発
売
◇

音
楽
監
督
に
中
澤
桂
さ
ん
を

迎
え
、
地
元
ゆ
か
り
の
出
演
者

に
よ
る
長
岡
な
ら
で
は
の
夕
鶴

日
時
＝
12
月
21
日
a
午
後
１
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
入

場
料
＝
無
料
（
要
整
理
券
）

◇
チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
！
◇

日
時
＝
12
月
27
日
g
午
後
６
時

か
ら
　
会
場
＝
市
立
劇
場
　
出

演
＝
指
揮
…
チ
ョ
ン
・
ミ
ョ
ン

フ
ン
、
管
弦
楽
…
東
京
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
、
合
唱

…
東
京
オ
ペ
ラ
シ
ン
ガ
ー
ズ
と

公
募
の
合
唱
団
　
入
場
料
（
全

席
指
定
）
＝
Ｓ
席
９
、０
０
０
円
、

Ａ
席
７
、０
０
０
円
、
Ｂ
席
５
、０

０
０
円
、
学
生
席
３
、０
０
０
円

（
当
日
各
５
０
０
円
増
）

杉
本
鉞
子
著
「
武
士
の
娘
」
を
読

み
な
が
ら
、
当
時
の
歴
史
な
ど
を
学

び
ま
す
。

期
日
＝
平
成
16
年
２
月
〜
11
月
の
第

１
水
曜
日
の
午
前
　
会
場
＝
中
央
公

民
館

参
加
料
＝
４
、０
０
０
円

対

象
＝
60
歳
未
満
の
人

１
月
10
日

g
ま
で
に
「
武
士
の
娘
」
研
究
会
FAX

33
・
２
５
２
１
、
Ｅ
メ
ー
ルsasaki

21@
soleil.ocn.ne.jp

へ

同
会

・
佐
々
木
さ
ん
1
33
・
２
０
８
５

日
時
＝
12
月
15
日
b
、
１
月
19
日
b

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
　
内
容
＝
精

神
科
医
師
に
よ
る
精
神
一
般
相
談

（
予
約
制
）

会
場
・

長
岡
健
康

福
祉
環
境
事
務
所
地
域
保
健
課
1
33

・
４
９
３
１

「
集
ま
る
」「
語
り
合
う
」
こ
と

か
ら
支
え
合
い
が
始
ま
り
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
12
月
19
日
f
、
１
月
９
日
f

午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
水
道
町
３
）

介

護
保
険
課
内
精
神
障
害
者
家
族
会
事

務
局
1
39
・
２
２
４
５

職
種
と
人
数
＝
介
護
職
員
（
臨
時
）

を
単
位
と
し
て
チ
ー
ム
編
成
を

し
ま
す
（
学
生
は
除
く
。
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
は
女
性
の
み
）。

詳
し
く
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
と
地
区
公
民
館
に
あ
る

要
項
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
各

地
区
の
体
育
指
導
委
員
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
１
月
16
日
貊
ま
で

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

地
区
公
民
館
経
由
で
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ

今
年
度
の
市
民
体
育
祭
は
50

回
記
念
大
会
と
な
り
ま
す
。
優

勝
者
・
優
勝
チ
ー
ム
へ
は
記
念

の
ワ
ッ
ペ
ン
を
差
し
上
げ
ま
す
。

期
日
＝
１
月
25
日
豸

会
場
＝

北
部
体
育
館
　
種
目
＝
小
学
生

５
・
６
年
の
部
、
中
学
生
男
子

・
女
子
の
部
、
高
校
生
男
子
・

女
子
の
部
　
参
加
料
＝
１
チ
ー

ム
３
、０
０
０
円
、
個
人
戦
の
み

の
参
加
は
１
人
３
０
０
円
（
当

日
に
）

申
し
込
み
＝
各
体
育

館
に
あ
る
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
１
月
９
日

貊
ま
で
に
〒
９
４
０
―
０
８
６

４
川
崎
５
の
４
８
５
の
１
東
北

中
学
校
・
大
島
弘
士
さ
ん
へ
郵

送日
時
＝
１
月
25
日
豸
午
前
９
時

か
ら
　
会
場
＝
南
部
体
育
館

種
目
＝
一
般
・
高
校
生
男
女
別
、

中
学
生
男
女
別
　
参
加
料
＝
一

般
１
、０
０
０
円
、
高
校
生
７
０

０
円
、
小
・
中
学
生
５
０
０
円

（
当
日
に
）

申
し
込
み
＝
１

月
９
日
貊
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
で
、

一
般
・
高
校
生
の
部
は
市
民
体

育
館
FAX
34
・
２
８
０
８
（
1
34

・
２
７
０
０
）、
中
学
生
の
部

は
東
北
中
学
校
FAX
35
・
１
７
２

７
（
1
35
・
２
７
１
５
）
へ

誰
も
が
気
軽
に
、
楽
し
く
参

加
で
き
る
ク
ラ
ブ
を
モ
ッ
ト
ー

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
初
心
者

大
歓
迎
で
す
。

練
習
日
時
＝
毎
週
月
・
水
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時
　
会
場
＝
希

望
が
丘
テ
ニ
ス
場
、
市
民
体
育

館
、
み
し
ま
体
育
館
　
対
象
＝

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

お
お
む
ね
30
歳
以
下
の
人
　
持

ち
物
＝
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト

（
レ
ン
タ
ル
有
）、
テ
ニ
ス
シ
ュ

ー
ズ

参
加
料
＝
半
年
５
、０
０

０
円
　
申
し
込
み
＝
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
へ

こ
の
大
会
は
、
各
小
学
校
区

を
上
演
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
14
日
豸
午
後
２
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
入

場
料
（
全
席
指
定
）
＝
３
、０
０

０
円
（
当
日
５
０
０
円
増
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝
12
月
13
日
貍

か
ら
　
青
少
年
招
待
＝
20
人
（
申

し
込
み
は
は
が
き
で
12
月
13
日

貍
〜
２
月
14
日
貍
に
。
応
募
多

数
の
場
合
抽
選
）

譛
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財

団
で
は
、
文
化
活
動
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的

な
芸
術
文
化
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

対
象
ジ
ャ
ン
ル
＝
音
楽
、
演
劇
、

舞
踊
、
伝
統
芸
能
、
映
画
、
美

術
な
ど
芸
術
一
般
　
対
象
事
業

＝
文
化
団
体
の
成
果
発
表
事
業

（
定
期
公
演
は
第
１
回
お
よ
び

５
年
ご
と
の
周
年
事
業
に
限
る
）、

鑑
賞
事
業
、
指
導
者
招
へ
い
事

業
な
ど
で
、
平
成
16
年
４
月
１

日
〜
９
月
30
日
に
行
わ
れ
る
も

の
（
市
民
企
画
公
募
型
事
業
に

応
募
し
た
も
の
を
除
く
）

助

成
金
額
＝
対
象
経
費
の
２
分
の

１
の
額
で
上
限
20
万
円
　
募
集

期
間
＝
１
月
５
日
豺
〜
31
日
貍

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

３
人
程
度
　
雇
用
期
間
＝
平
成
16
年

４
月
１
日
か
ら
１
年
を
超
え
な
い
範

囲
で
（
勤
務
成
績
な
ど
に
よ
り
雇
用

を
更
新
す
る
場
合
も
あ
り
）

職
務

内
容
＝
①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

業
務
②
介
護
支
援
専
門
員
業
務
③
身

体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
い

ず
れ
か
（
採
用
後
の
異
動
あ
り
）

応
募
資
格
＝
申
し
込
み
時
に
介
護
支

援
専
門
員
、
介
護
福
祉
士
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
、
社
会
福
祉
士

の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、
か
つ

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

選
考
＝
個
別
面
接

12
月
15
日
b

〜
25
日
e
に
所
定
の
申
込
用
紙
で
長

岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
介
護
サ
ー
ビ

ス
係（
市
役
所
幸
町
分
室
内
）
1
39
・

２
２
４
７
へ

7
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド
　
1
２９
・
7
7
1
5

チ
ケ
ッ
ト
お
よ
び
整
理
券
は
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
お
よ
び
市
内
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

ＢＳＮラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒間

エヌ・シィ・ティ「長岡市のお知らせ」
（長岡ケーブルテレビ）
毎週月曜日の午後４時48分から３分間

ＦＭながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後５時15分～22分

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
メールマガジン「米百俵メール」のお申し込みもこちらから
どうぞ。

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

■
『
武
士
の
娘
』
を
読
み
ま
せ
ん
か

■
精
神
障
害
者
「
家
族
の
つ
ど
い
」

■
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
募
集

ミ
ニ�

ニ
ュ
ー�

　
　
ス�

●
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
リ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
３

１

●
リ
リ
ッ
ク
舞
台
技
術
体
験

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

４

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
―

Ｆ
Ｍ
「
ベ
ス
ト
オ

ブ
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
公
開
録
音

５

●
市
立
劇
場
開
館
30
周
年
記

念
特
別
事
業
　
チ
ョ
ン
・

ミ
ョ
ン
フ
ン
指
揮
　
東
京

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団
　
第
九
演
奏
会

２

▲指揮のチョン・ミョンフン

▲昨年のアンサンブル・リリッ
ク弦楽コンサート

▲上杉祥三

●
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
リ
リ
ッ
ク

弦
楽
コ
ン
サ
ー
ト

w
ith

S
A
W
A
Q
U
A
R
TET

３

●
近
藤
信
子
の
わ
ら
べ
う
た

講
演
会
「
わ
ら
べ
う
た
に

育
ま
れ
る
も
の
」

７●
リ
リ
ッ
ク
オ
ペ
ラ
シ
リ
ー
ズ

オ
ペ
ラ
團
伊
玖
磨
作
曲

「
夕
鶴
」
全
曲
公
演

８

●
平
成
16
年
度

市
民
芸
術
文
化
活
動

助
成
事
業
（
上
期
）
募
集

９

●
上
杉
祥
三
俳
優
メ
ソ
ッ
ド

６

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

†
32
・
4
4
2
9

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

†
32
・
6
1
1
7

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

テ
ニ
ス
部
部
員
募
集

●
地
域
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

†
34
・
2
7
0
0

と
加
盟
団
体
の
催
し

種
　
目�

期
日�

会
　
場�

イ
ン
デ
ィ
ア
カ�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン�

卓
球�

綱
引
き�

大
縄
跳
び�

男
女
混
合�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル�

ソ
フ
ト�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル�

市
民
体
育
館�

市
民
体
育
館�

み
し
ま
体
育
館
ほ
か�

北
部
体
育
館�

南
部
体
育
館�

市
民
体
育
館�

２／14g２／29a３／７a

長岡大手高校の女子駅伝チームが
全国高校駅伝競走大会に初出場！

●
市
民
体
育
祭
剣
道
大
会

１●
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会

２

県大会に３位入賞を果たし、北信越高校駅伝競走大会（11月
16日・富山県で開催）に出場した長岡大手高校女子駅伝チーム
が、同大会で５位に入賞し、全国大会への初出場を決めました。
新潟、長野、福井、石川、富山の各県大会の上位３校が出場

した北信越大会では、各県の優勝校のほかただ１校に与えられ
る北信越ブロック枠での全国出場権を争いました。その結果、
９秒差の接戦を制して５位に入賞、各県優勝校を除く参加チー
ム中のトップになり、見事全国大会への出場を勝ち取りました。

12月21日に京都市で行われる全国大会に向け、「自分たちの
力の限界を超える『超越』を合言葉に、チームの力を出しきり

たい」と抱負を語る主将の柳田愛さん
（２年）。初出場のフレッシュな大手高
校チームの健闘が期待されます。

男子は中越高校が6年連続出場！
男子では県大会を見事６連覇で飾っ

た中越高校が全国大会へ。全国レベル
での豊かな経験を生かした、素晴らし
い走りが見られることでしょう。▲大手高校女子駅伝チーム
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保
健
師
に
よ
る
血
液
検
査
結
果

の
見
方
な
ど
　
持
ち
物
＝
健
康

手
帳
　
申
し
込
み
＝
前
日
ま
で

心
の
健
康
、
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
食
事
等
健
康
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
上
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間

＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
　
定

員
＝
各
日
４
人
ま
で

①
足
腰
お
達
者
ク
ラ
ブ

器
具
の
利
用
や
軽
体
操
で
自

主
的
に
訓
練
が
で
き
ま
す
。
直

接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

②
足
腰
健
康
相
談
室

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

運
動
や
、
痴
呆
の
予
防
な
ど
理

学
療
法
士
・
保
健
師
が
相
談
に

応
じ
ま
す
（
予
約
制
）。

日
時
＝
12
月
25
日
貅
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
定
員
＝
３

人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
健

康
課イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す

る
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

・
栄
養
と
休
養
を
十
分
と
る
。

・
外
出
後
は
手
洗
い
と
う
が
い

を
す
る
。

・
人
ご
み
を
避
け
る
。

・
部
屋
は
適
度
な
温
度
、
湿
度

を
保
つ
。

・
か
か
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
早

め
に
医
師
の
診
察
を
受
け
る
。

糖
尿
病
を
正
し
く
知
り
、
上

手
に
つ
き
あ
う
食
事
の
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
14
日
貉
①
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
10
分
②
午
後
２

時
10
分
〜
２
時
50
分
③
午
後
２

時
50
分
〜
３
時
30
分
　
定
員
＝

各
時
間
４
人
（
先
着
）

会
場

＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
栄

養
士
に
よ
る
食
事
個
別
相
談
、

来
年
の
秋
に
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
で

ピ
ア
ニ
カ
（
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
）
の

大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

米
百
俵
の
故
事
に
ち
な
ん
で
募
金

を
募
っ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
建
て
た

二
つ
の
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

も
、
こ
の
大
会
に
参
加
し
て
も
ら
お

う
と
、
中
古
の
ピ
ア
ニ
カ
を
集
め
て
、

送
り
ま
す
。
使
わ
な
い
ピ
ア
ニ
カ
を

お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
そ
ろ
ば
ん
や
リ
コ
ー
ダ
ー

も
集
め
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
米
百
俵
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
長
岡
事
務
局
・
今
井
さ
ん
1

32
・
５
２
１
９
、
FAX
32
・
５
２
３
２

視
覚
に
障
害
を
持
つ
人
の
要
望
に

応
え
、
自
由
に
娯
楽
や
芸
術
な
ど
を

劇
場
で
楽
し
も
う
と
い
う
会
で
す
。

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
あ
る
音
声
ア

シ
ス
ト
装
置
を
利
用
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
音
声
ア
シ
ス
ト
の

会
」
の
協
力
で
、
情
景
描
写
な
ど
の

解
説
を
副
音
声
の
よ
う
に
イ
ヤ
ホ
ン

で
聞
き
な
が
ら
映
画
な
ど
を
鑑
賞
し

ま
す
。

視
覚
に
障
害
が
あ
り
、
一
人
で
は

自
由
に
映
画
や
舞
台
を
楽
し
む
こ
と

が
困
難
な
人
な
ら
、
ど
な
た
で
も
入

会
で
き
ま
す
。

視
覚
障
害
者
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
事
務

局
・
角
張
さ
ん
1
34
・
７
４
５
７
、

Ｅ
メ
ー
ルqbdjb384@

ybb.ne.jp

大
手
通
１
の
４
の
10
�

館�

厚�
生�
会�

教室名�

対　象�

定　員�

教室名�

教室名�

期　間�

内　容�

対　象�

定　員�

時　間�

参加料�

申し込み�

若返りスポーツクラブ�

10　人�

期　間�

内　容�

期　間�

参加料�

対　象�

時　間�

参加料�

申し込み�

定　員�

申し込み�

時　間�

内　容�

4，000円（体育館使用料込み）�

12月17日d午前９時から電話で市民体育館134・2700へ�

～体力づくりと仲間づくり、楽しみながらの健康づくり～　�
各種軽スポーツ、ゲーム（ソフトバレーボール、ミニテニス、�
バドミントン、卓球など）、ストレッチ体操�

学
校
町
１
の
２
の
１�

育�
館�

市�
民�
体�

スポーツクラブ�

マスターズ�

月曜コース�

20人�

13：30～15：00 10：00～11：30 10：30～11：3013：30～14：30

20人� 10人� 30人�

木曜コース�

レディース�

親子体育教室� 幼年体育教室�

め　ば　え�

火曜日コース�水曜日コース�金曜日コース�

ひ　よ　こ�

火曜コース�金曜コース�

12月22日b午前９時から電話で市民体育館134・2700へ� 12月16日c午前９時から電話で市民体育館134・2700へ�

12月16日c午前９時から電話で南部体育館139・3600へ�

12月12日f午前９時から電話で北部体育館124・6116へ�

曲
新
町
５
６
４
の
３�

育�
館�

南�
部�
体�

親子体操教室�

平成12年４月２日～平成13年４月１日に生まれた子どもとその保護者�

東
蔵
王
２
の
２
の
72
�

育�
館�

北�
部�
体�

おおむね55歳�
以上の男女�

13：30～�
15：15　�

青年スポーツクラブ�

60　人�

青年男女�

19：00～�
21：00　�

１月７日～３月31日�
毎週水曜日�

婦人スポーツクラブ�

20　人�

女　　性�

10：00～�
12：00　�

市民スポーツクラブ�

30　人�

一般男女�

18：30～�
20：30　�

１月８日～３月25日�
毎週木曜日�

※厚生会館には駐車場はありません。�

おおむね55歳�
以上の男女　　� 女　　　性�

１月20日～�
３月22日　�
毎週月曜日�

１月８日～�
３月25日　�
毎週木曜日�

１月６日～�
３月30日　�
毎週火曜日�

１月９日～�
３月26日　�
毎週金曜日�

20組�

１月６日～�
３月９日　�
毎週火曜日�

５組�

１月７日～�
３月17日　�
毎週水曜日�

５組�

１月９日～�
３月12日　�
毎週金曜日�

・各種体操�
・各種軽スポーツ、ゲーム　�
（ソフトバレーボール、卓球、�
　バドミントン、ミニテニス）�

親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるなどの発達�
段階に応じた基礎運動。ボールやマットを使った運動。�
リズム体操など�

4,000円（体育館使用料込み）� 5,000円（体育館使用料込み）�

※マスターズ月曜コースの初回は、１月20日の火曜日になります。�

平成12年４月２日～平成13年�
４月１日に生まれた子どもと�
その保護者　 　　　　　　　�

16：00～17：00

火曜日コース�木曜日コース�金曜日コース�

５組�

１月６日～�
３月９日　�
毎週火曜日�

５組�

１月８日～�
３月18日　�
毎週木曜日�

５組�

１月９日～�
３月12日　�
毎週金曜日�

平成９年４月２日～平成12年�
４月１日に生まれた子どもと�
その保護者　 　　　　　　　�

つ　ば　さ�

16：00～17：00

水曜日コース�木曜日コース�

15人�

１月７日～�
３月17日　�
毎週水曜日�

15人�

１月８日～�
３月18日　�
毎週木曜日�

小学校１～３年生�

・器具を使った基礎運動�
・集団遊び�
・各種スポーツ、ゲーム�

4,000円�
（体育館使用料込み）�

火曜日コース� 木曜日コース�

10　組� 10　組�

１月13日～３月16日�
毎週火曜日�

１月15日～３月18日�
毎週木曜日�

10：30～11：30

5,000円（体育館使用料込み）�

・親子のスキンシップ体操　　�
・リズム体操　　・各種ゲーム�

女　　性�

25　人�

１月19日～３月15日�
毎週月曜日�

10：00～11：30

4,000円（体育館使用料込み）�

・各種スポーツ�
・ゲーム�
・エアロビックな運動�

婦人スポーツクラブ�

おおむね55歳以上の男女�

20　人�

１月７日～３月17日�
毎週水曜日�

13：30～15：00

・各種体操�
・各種スポーツ、ゲーム�
　（ミニテニス、ソフトバレーボール）�

マスターズスポーツクラブ�

どなたでも�

15　人�

１月９日～３月19日�
毎週金曜日�

10：00～11：00

・エアロビックダンス�
・ストレッチ体操�

エアロビックダンスクラブ�

教室名�

期　間�

内　容�

対　象�

時　間�

参加料�

申し込み�

定　員�

北部スポーツクラブ�

婦人コース� マスターズコース� 一般コース�

女　　性�
おおむね�

55歳以上の男女� 一　　般�

30人� 30人� 30人� 10　組�

１月８日～３月11日　毎週木曜日�

10：30～11：30

5,000円（体育館使用料込み）�

１月７日～３月31日　毎週水曜日�

10：00～11：30

4,000円（体育館使用料込み）�

13：00～14：30 19：00～20：30

・各種体操�
・各種軽スポーツ・ゲーム（ソフトバレーボール、卓球、バドミントン、ミニテニス）�

親子ふれあい教室�

平成12年４月２日～平成13年４月１日に生まれた子どもと�
その保護者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるなどの発達段階に応�
じた基礎運動。ボールやマットを使った運動。リズム体操など�

スポーツ教室
親子・幼年体育教室
のご案内

〈初回に持参するもの〉
・参加料　・内履き靴　・印鑑（親子教室のみ）
・顔写真１枚（縦５㎝×横４㎝、裏に氏名を記入）
※大会などのため、日程を変更する場合があります。

月曜日・木曜日
火曜日・金曜日
水曜日・土曜日

診療科目
休 日 急 患 診 療 所

135・8255
FAX35・8266

内科（小児科）
外科

受　付　時　間

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
133・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

７日a・23日-

14日a

21日a・28日a

長岡赤十字病院（128・3600）
長岡中央綜合病院（135・3700）
立 川 綜 合 病 院（133・3111）

長岡中央綜合病院（135・3700）
立 川 綜 合 病 院（133・3111）
長岡赤十字病院（128・3600）

12月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用
ください。
年末年始の急患診療体制はＰ23をご覧ください。
盧休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日
急患診療所へ。
盪夜間等の当番病院
①平日

②休日

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

▲11月18日の生後５・６か月の赤ちゃん相談で
ブックスタートは、赤ちゃんとまわりのみんなが絵本を通して
楽しい時間を分かち合うことを応援する取り組みです。
健康センターで行われる生後５・６か月の赤ちゃん相談の際に、
司書や市民ボランティアのみなさんが赤ちゃんと保護者にメッセ
ージをそえて絵本とアドバイス集を手渡しています。
問い合わせ＝企画課蕁３９・２２０４

●
糖
尿
病
食
事
個
別
相
談

（
無
料
）

●
あ
な
た
の

健
康
相
談
室

期
日�

内
　
容�

担
　
　
当�

12／17�
d

１／21�
d

心
の
健
康�

栄
養
や
健
康
に�

関
す
る
こ
と�

保
健
師
・�

精
神
保
健
福
祉
相
談
員�

栄
養
士�

保
健
師�

●
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち

の
機
能
訓
練
室
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
無
料
）

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

か
か
る
前
に
予
防

こ
じ
ら
す
前
に
治
療
を
！

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
米
百
俵
ス
ク
ー
ル

の
子
ど
も
た
ち
に
ピ
ア
ニ
カ
を

送
り
ま
せ
ん
か

■
視
覚
障
害
者
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

健
康
課

†
32
・
5
0
0
0

FAX
39
・
5
2
2
2

kenkou@
city.nagaoka.niig

ata.jp

１

２

３

４
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで�
ください。�

平
成
16
年
１
月
５
日
豺
は
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

第
４
期
分
の
納
期
限
で
す
。
忘

れ
ず
に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
税
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
納

期
ご
と
に
金
融
機
関
へ
出
向
く

手
間
が
な
く
な
り
、
納
め
忘
れ

の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
は
、
預
金
口
座
の
あ

る
金
融
機
関
へ
届
け
出
印
を
お

持
ち
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
口
座
か
ら
の
引
き
落
と

し
は
、
手
続
き
を
し
た
月
の
翌

月
末
日
分
か
ら
で
す
。

な
お
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
共
有
名
義
分
は
個
人

名
義
分
と
は
別
に
口
座
振
替
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
収
納
課
蕁
39
・

２
２
１
４

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
児
童
の
保
護
者
に
、
入
学

通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、

中
学
校
に
入
学
す
る
生
徒
の
保

護
者
に
は
、
小
学
校
を
通
じ
て

入
学
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す
。

12
月
25
日
こ
ろ
ま
で
に
届
か

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

採
用
予
定
日
＝
平
成
16
年
４
月
１
日

職
種
と
募
集
人
数
＝
寮
父
（
母
）
２

人
　
応
募
資
格
＝
昭
和
38
年
４
月
２

日
〜
59
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

で
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
の
あ
る
人

ま
た
は
取
得
見
込
み
の
人
　
選
考
＝

筆
記
試
験
（
一
般
教
養
・
作
文
）
、

面
接
試
験
　
試
験
日
＝
１
月
13
日
c

12
月
８
日
b
〜
26
日
f
に
所
定
の

受
験
申
込
書
で

寺
泊
老
人
ホ
ー

ム
1
75
・
２
０
３
８

国
土
交
通
省
で
は
、
冬
期
間
の
歩

道
除
雪
作
業
を
行
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

北
陸
地
方
整
備
局
長
岡
国
道
事
務

所
（
中
沢
４
）
ま
た
は
市
役
所
３
階

道
路
管
理
課
に
あ
る
申
込
書
に
記
入

の
上
、
〒
９
４
０
―
８
５
１
２
中
沢

４
の
４
３
０
の
１
国
土
交
通
省
北
陸

地
方
整
備
局
長
岡
国
道
事
務
所
1
36

・
４
５
５
１
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

募
集
人
数
＝
５
人
　
対
象
＝
長
岡
市

出
身
ま
た
は
長
岡
市
内
の
高
校
を
卒

業
し
た
男
子
大
学
生
、
大
学
院
生

所
在
地
＝
東
京
都
武
蔵
野
市
西
久
保

２
の
16
の
９
　
部
屋
＝
６
畳
洋
間
個

室
食
事
な
し
（
共
同
の
浴
室
、
炊
事

場
あ
り
）

寮
費
＝
月
３
万
円
（
光

熱
費
込
み
。
別
に
保
証
金
２
万
円
必

要
）

１
月
31
日
g
ま
で
に
7
長

岡
社
・
齋
藤
さ
ん
1
36
・
０
９
５
０

へ
（
予
約
可
。
２
月
に
面
接
で
選
考
）

料
は
、
徴
収
さ
れ
た
本
人
の
申

告
の
場
合
に
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
家

族
の
保
険
料
や
免
除
期
間
（
学

生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）
の

追
納
保
険
料
も
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
を
口
座
振
替

し
て
い
る
人
に
は
、
振
替
分
に

つ
い
て
１
月
に
通
知
書
を
お
送

り
し
ま
す（
国
民
年
金
は
除
く
）。

所
得
税
や
市
･
県
民
税
の
申
告

の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
国
民
健
康
保
険

は
国
保
医
療
課
蕁
39
・
２
２
２

０
、
介
護
保
険
は
介
護
保
険
課

蕁
39
・
２
２
４
５
、
国
民
年
金

は
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
蕁
36

・
５
１
４
１

長
岡
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策

等
に
つ
い
て
審
議
・
検
討
す
る

審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
＝
２
人
（
公
募
以
外

の
委
員
は
８
人
）

任
期
＝
平

成
16
年
４
月
１
日
〜
18
年
３
月

31
日
　
報
酬
＝
会
議
１
回
に
つ

き
９
、１
０
０
円
（
税
込
み
）

応
募
資
格
＝
平
成
16
年
４
月
１

日
現
在
、
市
内
に
居
住
す
る
20

歳
以
上
で
、
長
岡
市
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
関
心
が
あ
り
、
ス
ポ

ー
ツ
の
経
験
、
知
識
な
ど
を
有

し
、
年
３
回
程
度
開
催
す
る
会

議
（
原
則
平
日
昼
間
開
催
）
に

出
席
で
き
る
人
。
た
だ
し
、
公

務
員
、
長
岡
市
の
他
の
審
議
会

・
委
員
会
の
委
員
を
務
め
て
い

る
人
は
除
く
　
応
募
方
法
＝
所

定
の
申
込
書
と
「
長
岡
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
在
り
方
に
つ
い

て
」
の
レ
ポ
ー
ト
（
８
０
０
字

程
度
・
書
式
不
問
）
を
〒
９
４

０
―
０
０
８
４
幸
町
１
の
２
の

31
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
。
申
込
書
は
市
役
所

１
階
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、
市

民
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
幸
町
分
室
）
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
　
応
募
期
限
＝
１
月

26
日
豺

選
考
方
法
＝
提
出
さ

れ
た
申
込
書
、
レ
ポ
ー
ト
、
面

接
で
（
面
接
日
は
後
日
通
知
。

２
月
中
旬
予
定
）

問
い
合
わ

せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
蕁
32
・

６
１
１
７

入
学
通
知
書
の
住
所
か
ら
転

居
し
た
場
合
は
、
入
学
す
る
学

校
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
蕁

39
・
２
２
３
９

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険

・
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
所

得
税
や
市
・
県
民
税
の
申
告
の

際
、
そ
の
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

平
成
15
年
中
の
１
年
間
（
１
〜

12
月
）
に
納
め
た
保
険
料
の
合

計
で
、
過
去
の
未
払
保
険
料
の

支
払
分
も
含
み
ま
す
。

介
護
保
険
の
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
天
引
き
）
さ
れ
た
保
険

平
成
15
年
度
の
会
員
募
集
に
伴
う

会
費
総
額
は
１
、２
３
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会
費
は
”社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
“
を
は
じ
め
、
犯
罪
・
非
行
防
止
、

地
域
浄
化
活
動
や
更
生
保
護
施
設
へ

の
助
成
な
ど
、
大
切
な
資
金
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

長
岡
地
区
保
護
司
会
内
更
生
保
護

法
人
新
潟
県
保
護
観
察
協
会
長
岡
地

区
事
務
局
蕁
36
・
４
３
３
３

新
潟
県
弁
護
士
会
な
ど
か
ら
な
る

新
潟
県
ヤ
ミ
金
対
策
関
係
機
関
連
絡

会
議
が
、
ヤ
ミ
金
融
で
お
困
り
の
人

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
＝
12
月
15
日
b
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

保
育
士
資
格
を
も
ち
、
保
育
士
と
し

て
働
い
て
い
る
人
は
、
都
道
府
県
へ

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
（
保

育
士
と
し
て
働
い
て
い
な
い
人
は
働

く
際
に
登
録
必
要
）。

登
録
先
＝
保
育
士
試
験
合
格
者
…
試

験
合
格
地
の
都
道
府
県
、
保
育
士
養

成
校
卒
業
者
…
住
民
票
の
あ
る
都
道

府
県

登
録
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー

蕁
０
１
２
０
・
０
４
１
９
４
３
（
月

〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
）、

新
潟
県
児
童
家
庭
課
保
育
係
蕁
０
２

５
・
２
８
０
・
５
２
１
５

10
月
４
日
の
米
百
俵
ま
つ
り

で
、
長
岡
市
認

定
農
業
者
、
市

内
小
学
校
、
岩

室
村
か
ら
新
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
、
米
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
た
と
こ
ろ
、
大
勢
の
み
な
さ

ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
４
０

９
、５
５
０
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
米
百
俵
ま
つ
り
実

行
委
員
会
で
は
、
こ
の
お
金
を

東
南
ア
ジ
ア
の
学
校
建
設
や
教

科
書
な
ど
の
購
入
、
長
岡
の
人

材
教
育
に
役
立
て
て
も
ら
う
た

め
、
米
百
俵
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
お
よ
び
譛
長
岡
市
米
百

俵
財
団
に
寄
付
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
課
内
米
百

俵
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

蕁
39
・
２
２
２
１

米
百
俵
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ー

ナ
ー
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

人口と世帯数 住民基本台帳登録数15.11.１（前月比）

192,190人 94,420人 97,770人 67,193世帯
（＋31） （＋43）（＋21）（＋10）

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
歩
道
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■
長
岡
栃
尾
三
古
立

寺
泊
老
人
ホ
ー
ム
組
合
職
員
募
集

■
長
岡
育
英
寮
入
寮
生
募
集

■
「
愛
の
協
力
運
動
」

会
員
募
集
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
ヤ
ミ
金
融
一
斉
電
話
相
談
日

蕁
39
・
３
３
１
１
（
無
料
）

■
保
育
士
資
格
の
登
録
が

必
要
に
な
り
ま
し
た

●
今
年
の
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

●
小
・
中
学
校
の
入
学
通
知
書

を
お
届
け
し
ま
す

●
国
保
・
介
護
・
国
民
年
金
の

保
険
料
は
所
得
金
額
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す

●
長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

10
月
10
日
、
交
通
渋
滞
の
緩

和
や
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の

環
境
対
策
の
た
め
、
市
で
は
市

内
の
民
間
企
業
な
ど
多
く
の
み

な
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ
き

「
２
０
０
３
な
が
お
か
ノ
ー
マ
イ

カ
ー
デ
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
昨
年
よ
り

約
5
0
0
人
増

当
日
は
、
昨
年
の
ノ
ー
マ
イ

カ
ー
デ
ー
よ
り
も
約
５
０
０
人

多
い
３
、２
０
８
人
の
協
力
が

得
ら
れ
、
信
濃
川
に
架
か
る
３

つ
の
橋
（
長
生
橋
、
大
手
大
橋
、

長
岡
大
橋
）
の
朝
の
交
通
量
は
、

１
週
間
前
と
比
較
し
て
７
８
６

台
（
６
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

二
酸
化
炭
素
の
削
減
量
は
、

お
よ
そ
７
ｔ
と
試
算
さ
れ
、
こ

れ
は
お
お
む
ね
２
５
０
世
帯
が

１
日
に
排
出
す
る
量
に
相
当
し

ま
す
。

一
斉
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
は
、

今
年
が
３
回
目
の
取
り
組
み
で
、

業
界
団
体
や
行
政
機
関
か
ら
構

成
さ
れ
る
「
な
が
お
か
ノ
ー
マ
イ

カ
ー
デ
ー
推
進
協
議
会
」

を
設
置
し
た
こ
と
で
、
昨

年
の
42
事
業
所
を
上
回
る

１
１
０
の
事
業
所
な
ど

か
ら
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。長

岡
市
で
は
今
後
も
、

さ
ら
に
多
く
の
み
な
さ
ん

か
ら
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ

う
、
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

担
当
＝
都
市
政
策
課
蕁
39
・
２

２
２
５
、
環
境
政
策
課
蕁
24
・

０
５
２
８

▲朝のラッシュ時に渋滞する長生橋
ノーマイカーデーでは交通渋滞の緩和

も期待されます。

一
斉
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
に

3
、2
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た

償却資産の申告をお忘れなく！

償却資産とは､土地･家屋以外の事業のために用いる
ことができる構築物､機械･装置および工具･器具･備品
などの有形資産をいいます。固定資産税の課税対象で

ある償却資産の所有者は、資産が所在する市町村に対
して、毎年１月１日現在の所有状況を１月31日までに
申告することになっています。

問い合わせ＝資産税課†３９・２２１３

【事業例と主な償却資産】

事務所､金融機関

一般小売店、
スーパーマーケット

貸ビル、アパート､
貸駐車場

病院､医院､
歯科医院

縫製､印刷､生産工場 飲食業

応接セット、
パソコン、複
写機、ロッカ
ー、キャビネ
ット、金庫、
エアコンなど

モーター、プ
レス機、ボイ
ラー、ミシン、
コンベアー、
旋盤、印刷・
製本機など

ちゅう房設備、
ちゅう房用品、
エアコン、カ
ラオケ、看板、
ネオンサイン
など

陳列ケース、
陳列棚、レジ
スター、看板、
エアコン、簡
易間仕切り、
自動販売機な
ど

受電設備、駐
車場舗装、消
雪設備、門、
塀、エアコン、
広告設備、緑
化施設など

ベッド、診療
台、エアコン、
テレビ、パソ
コン、看板、
Ｘ線撮影装置
など
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製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の
事

業
所
を
対
象
に
、
12
月
31
日
現

在
で
全
国
一
斉
に
工
業
統
計
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
調
査

結
果
は
各
種
行
政
施
策
等
の
広

い
分
野
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

平
成
14
年
の
結
果
で
は
、
長

岡
市
の
製
造
品
出
荷
額
は
１
位

…
精
密
機
械
器
具
製
造
業
、
２

位
…
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製

造
業
、
３
位
…
一
般
機
械
器
具

製
造
業
で
し
た
。

12
月
中
旬
〜
１
月
中
旬
に
か

け
て
調
査
員
が
調
査
票
の
配
布

・
収
集
に
う
か
が
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
庶
務
課
統
計
係

1
39
・
２
２
４
８

①
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

②
外
出
や
就
寝
の
際
は
必
ず
火

を
消
し
ま
し
ょ
う
。

③
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
と
き

は
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

④
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
キ

ャ
ッ
プ
は
確
実
に
し
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
ポ

リ
容
器
や
ス
ト
ー
ブ
の
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
に
移
し
替
え
る

と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
ホ

ー
ム
タ
ン
ク
は
、
防
油
堤
な
ど

を
設
置
し
、
油
が
漏
れ
た
場
合

の
流
出
防
止
策
を
講
じ
ま
し
ょ

う
。

担
当
＝
消
防
本
部
予
防
課
1
35

・
２
１
９
０

応
募
資
格
＝
次
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
人
①
健
康

か
つ
学
力
優
秀
で
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人
②
平

成
15
年
３
月
末
日
以
前
か
ら
、

引
き
続
き
市
内
に
住
む
世
帯
の

人
③
平
成
16
年
４
月
、
大
学

（
短
大
、
夜
間
部
、
通
信
教
育

部
、
大
学
院
は
除
く
）
へ
入
学

す
る
人
④
他
の
奨
学
金
を
受
け

て
い
な
い
人
　
募
集
人
数
＝
20

人
程
度
（
一
次
、
二
次
募
集
あ

わ
せ
て
）

申
し
込
み
＝
①
一

次
募
集
…
12
月
１
日
豺
〜
平
成

16
年
１
月
23
日
貊
②
二
次
募
集

…
平
成
16
年
３
月
１
日
豺
〜
19

日
貊
に
在
学
・
出
身
の
高
校
ま

た
は
高
専
へ
申
込
書
を
提
出

（
申
込
書
は
学
校
に
あ
り
ま
す
）

採
用
の
決
定
時
期
＝
①
一
次
募

集
…
平
成
16
年
３
月
上
旬
②
二

次
募
集
…
平
成
16
年
４
月
下
旬

貸
付
額
（
月
額
）
＝
自
宅
通
学

３
０
、０
０
０
円
、
自
宅
外
通
学

４
０
、０
０
０
円

利
息
＝
無
利

子
　
貸
付
期
間
＝
平
成
16
年
４

月
か
ら
在
学
す
る
大
学
の
最
短

修
学
年
限
の
卒
業
期
ま
で
　
返

還
方
法
＝
貸
付
期
間
終
了
後
１

年
据
え
置
き
、
そ
の
後
10
年
以

内
に
年
賦
か
半
年
賦
で
返
還

問
い
合
わ
せ
＝

庶
務
課
内
7
長

岡
市
米
百
俵
財

団
1
39
・
２
２

０
３

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
女
の
ス
ペ
ー
ス
・

な
が
お
か
」
が
、
職
場
で
の
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
性
的
な

い
や
が
ら
せ
、
脅
か
し
な
ど
）
で
お

困
り
の
人
の
相
談
に
応
じ
ま
す
（
秘

密
厳
守
）。

日
時
＝
12
月
10
日
d
正
午
〜
午
後
８

時
　
相
談
電
話
＝
1
38
・
０
４
５
６
、

０
９
０
・
７
７
２
８
・
２
２
０
７
（
当

日
の
み
）、
０
７
０
・
６
１
９
０
・
６

１
１
９
（
当
日
の
み
）

お
年
寄
り
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
除
く
）

相
談
電
話
＝
1
０

２
５
・
２
８
５
・
４
１
６
５

高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
な
ど
の
入
学
ま
た
は
在
学
の
た

め
に
必
要
な
資
金
を
保
護
者
に
融
資

す
る
制
度
で
す
。

対
象
＝
世
帯
年
収
９
９
０
万
円
（
事

業
所
得
者
は
７
７
０
万
円
）
以
内

融
資
限
度
額
＝
２
０
０
万
円
（
学
生

・
生
徒
１
人
当
た
り
）

金
利
＝
年

１
・
65
％
（
平
成
15
年
11
月
10
日
現

在
）

融
資
期
間
＝
10
年
以
内
（
交

通
遺
児
家
庭
お
よ
び
母
子
家
庭
の
人

は
１
年
間
の
延
長
が
可
能
）

返
済

方
法
＝
毎
月
元
利
均
等
払
（
ボ
ー
ナ

ス
併
用
払
い
可
）

国
民
生
活
金

融
公
庫
長
岡
支
店
1
36
・
４
３
６
０

起
業
・
創
業
に
関
す
る
各
種
セ
ミ

ナ
ー
や
求
職
者
と
の
起
業
・
創
業
に

関
す
る
相
談
会
な
ど
の
ほ
か
、
専
門

相
談
員
に
よ
る
相
談
や
各
種
情
報
提

供
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
（http:

//w
w
w
.kigyou-sougyou.jp

）。

独
立
・
開
業
や
新
分
野
進
出
な
ど

を
お
考
え
の
人
は
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

に
い
が
た
起
業
・
創
業
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
城
内
町
３
）
1
38
・
５

８
２
１

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
は
、
ト
ウ
ダ

イ
グ
サ
科
の
低
木
で
メ
キ
シ
コ

が
原
産
で
す
。
名
前
は
、
19
世

紀
初
め
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
駐

メ
キ
シ
コ
大
使
・
ポ
イ
ン
セ
ッ

ト
が
こ
の
植
物
を
発
見
し
、
本

国
に
送
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

世
界
中
に
広
が
っ
た
こ
と
に
由

来
し
ま
す
。

ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
飾
る

こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
別
名

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ラ
ワ
ー
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
花
言
葉
は
「
聖

な
る
願
い
」
で
す
。

き
れ
い
な
花
弁
に
見
え
る
の

は
包
葉
（
つ
ぼ
み
を
保
護
す
る

た
め
、
葉
が
変
形
し
た
も
の
）

で
、
花
は
中
心
の
黄
色
い
部
分

で
す
。

最
近
で
は
、
典
型
的
な
短
日

性
植
物
の
特
性
を
利
用
し
、
短

日
処
理
を
し
た
も
の
が
10
月
ご

ろ
か
ら
店
頭
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
は
寒
さ
に
弱

く
、
生
育
の
適
温
は
摂
氏
20
〜

30
度
で
す
。
近
年
、
品
種
改
良

が
進
み
、
寒
さ
に
比
較
的
強
く
、

５
度
で
も
落
葉
し
な
い
も
の
も

出
て
き
ま
し
た
が
、
一
般
的
に

は
10
度
ほ
ど
に
気
温
が
下
が
る

と
元
気
が
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

（
植
え
替
え
）
緑
の
葉
が
全
部

落
ち
て
も
枯
れ
て
い
ま
せ
ん
。

５
月
ご
ろ
に
新
芽
が
伸
び
て
き

ま
す
か
ら
、
４
月
下
旬
に
は
根

鉢
を
崩
し
、
赤
玉
土
７
、
腐
葉

土
３
の
混
合
土
に
緩
効
性
の
肥

料
を
５
号
鉢
な
ら
５
ｇ
ほ
ど
混

入
し
て
、
ひ
と
ま
わ
り
大
き
な

鉢
に
植
え
替
え
て
や
り
ま
す
。

根
づ
い
た
ら
日
光
に
当
て
な
が

ら
育
て
ま
す
。

（
ふ
や
し
方
）
６
月
ご
ろ
、
７

〜
８
㎝
の
若
い
充
実
し
た
穂
を

採
取
し
ま
す
。
切
り
口
か
ら
乳

白
色
の
ゴ
ム
状
の
液
が
出
て
発

根
を
抑
制
す
る
の
で
、
切
り
口

を
水
に
浸
し
、
樹
液
の
分
泌
を

少
な
く
し
て
か
ら
湿
ら
せ
た
清

潔
な
用
土
か
オ
ア
シ
ス
（
切
り

花
を
挿
す
吸
水
性
の
台
座
）
に

挿
し
ま
す
。
そ
し
て
１
カ
月
ほ

ど
経
っ
た
ら
鉢
に
植
え
て
育
て

ま
す
。
そ
れ
か
ら
約
２
週
間
後
、

新
芽
を
摘
み
取
っ
て
分
枝
を
促

し
た
り
、
Ｂ
ナ
イ
ン
な
ど
の
矮

化
剤
を
散
布
し
た
り
し
て
コ
ン

パ
ク
ト
に
仕
立
て
ま
す
。

（
肥
料
）
肥
料
を
好
む
植
物
で

す
。
元
肥
の
ほ
か
に
葉
の
つ
や

を
見
な
が
ら
、
液
肥
を
週
に
１

回
を
目
安
に
与
え
ま
し
ょ
う
。

（
水
や
り
）
土
の
乾
湿
に
敏
感

で
す
か
ら
、
成
長
期
は
乾
燥
に

注
意
し
て
早
め
に
水
や
り
を
し

ま
す
。
し
か
し
、
秋
以
降
の
水

や
り
は
控
え
め
に
し
ま
す
。
受

け
皿
に
水
を
溜
め
る
の
は
根
腐

れ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

（
短
日
処
理
）
12
月
上
旬
ま
で

に
包
葉
を
色
づ
か
せ
た
い
場
合

は
、
10
月
上
旬
ご
ろ
よ
り
、
夕

方
５
時
か
ら
翌
朝
８
時
ま
で
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
な
ど
を
か
ぶ
せ

て
暗
く
し
て
や
り
ま
す
。

（
病
害
虫
）
高
温
期
に
オ
ン
シ

ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
寄
生
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
繁
殖
す
る
と

分
泌
物
で
ス
ス
病
に
な
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
モ
レ
ス
タ
ン
や

ス
プ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤
な
ど
の
殺

虫
剤
を
散
布
し
ま
す
。

木
枯
ら
し
で
落
ち
葉
が
道
端
の
片
隅
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
、
な

ん
と
な
く
寂
し
さ
を
感
じ
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
街
で
は
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
が
流
れ
、
色
と
り
ど
り
の
飾
り
が
目
を
引
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

今
月
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
鮮
や
か
な
色
で
彩
る
ポ
イ
ン
セ
チ

ア
の
紹
介
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
を
彩
る
　
ポ
イ
ン
セ
チ
ア

198

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

▲ポインセチア

わ
い

市議会を傍聴しませんか
市議会の本会議や委員会は公開されています。
みなさん気軽においでください。

時　間＝本会議…午後１時から
常任委員会…午前10時から
議会運営委員会…午前11時30分から

傍聴定員＝本会議…65人（車いす２人含む）
委員会…７人

市議会12月定例会の日程

期　　日� 会　　議　　名� 会　　場�

12月９日c

　　19日f

　　10日d

　　11日e

　　12日f

　　15日b

　　16日c

　　17日d

第二委員会室�

議　場�

第一委員会室�

第三委員会室�

第二委員会室�

議　場�

議会運営委員会�

本会議（予備日）�

本会議（予備日）�

産業環境委員会�

建設委員会�

文教社会委員会�

総務委員会�

議会運営委員会�

本会議（最終日）�

本会議（招集日）�

●

長
岡
市
米
百
俵
財
団

奨
学
生
募
集

（財）

●
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

●
安
全
な
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
取

扱
い
と
灯
油
漏
れ
防
止
の

ポ
イ
ン
ト

長
岡
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
、
洪
水
に
よ
る
被
害
を
最

小
限
に
止
め
る
た
め
、
市
が
万

一
の
際
の
浸
水
状
況
と
避
難
に

関
す
る
情
報
な
ど
を
、
分
か
り

や
す
く
地
図
上
に
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

信
濃
川
と
そ
の
支
川
の
太
田

川
、
柿
川
、
稲
葉
川
の
洪
水
発

生
時
に
想
定
さ
れ
る
浸
水
区
域

や
浸
水
深
の
ほ
か
、
避
難
所
お

よ
び
避
難
に
必
要
な
情
報
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
ぜ
ひ
、
長
岡
市
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
洪
水
時
の
対
応
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。

配
布
時
期
＝
12
月
中
旬
こ
ろ

配
布
先
＝
各
町
内
会
長
お
よ
び

自
主
防
災
会
長
、
関
係
機
関
、

市
内
の
小
・
中
・
高
校
・
大
学

な
ど
　
閲
覧
＝
市
役
所
１
階
市

民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、
市
役
所
３

階
河
川
課
、
市
役
所
５
階
防
災

課
、
各
地
区
公
民
館
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
各
図
書
館

な
ど
　
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
課

1
39
・
２
２
０
６

▲長岡市洪水ハザードマップ（部分）

長
岡
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

（
洪
水
避
難
地
図
）
が
完
成

お問い合わせは議会事務局†３９・２２４４へ

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
無
料
）

■
新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
よ
ろ
ず

相
談
（
無
料
）

■
国
の
教
育
ロ
ー
ン

■
に
い
が
た
起
業
・
創
業
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
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５

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
ゆ
く
年
を
　
無
事
故
で
し
め

て
　
来
る
年
へ
」

昨
年
、
長
岡
市
内
で
雪
道
を

歩
い
て
い
て
、
車
に
ひ
か
れ
２

人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
と
い

う
悲
惨
な
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
二
度
と
起

き
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
冬
は
積
雪
や
道
路
の
凍

結
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
危

険
が
あ
り
ま
す
。

☆
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

・
雪
道
は
速
度
を
ひ
か
え
め
に

車
間
距
離
は
広
く
と
る
。

・
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、

歩
行
者
、
自
転
車
な
ど
の
発
見

に
努
め
る
。

・
高
齢
者
を
見
た
ら
、
突
然
の

行
動
な
ど
の
危
険
を
予
測
し
、

安
全
運
転
を
す
る
。

・
迷
惑
駐
車
は
し
な
い
。

・
飲
酒
運
転
は
し
な
い
。

☆
歩
行
者
の
み
な
さ
ん
へ

・
飛
び
出
し
は
し
な
い
。

・
歩
道
の
あ
る
所
で
は
、
必
ず

歩
道
を
歩
く
。

・
外
出
時
は
明
る
い
服
装
や
反

射
材
を
身
に
つ
け
る
。

担
当
＝
防
災
課
蕁
39
・
２
２
０

６

長
岡
市
新
開
町
地
内
に
、
広

域
汚
泥
処
理
施
設
を
建
設
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
19
日
貊
午
後
７
時

か
ら
　
会
場
＝
市
役
所
３
階
中

会
議
室
　
問
い
合
わ
せ
＝
下
水

道
管
理
課
蕁
39
・
２
２
３
５
、

新
潟
県
下
水
道
課
流
域
下
水
道

係
蕁
０
２
５
・
２
８
０
・
５
４

３
６下

水
道
の
排
水
区
域
の
拡
大

お
よ
び
西
神
田
排
水
ポ
ン
プ
場

を
新
設
す
る
都
市
計
画
変
更
案

を
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
＝
12
月
５
日
貊
〜
19

日
貊

縦
覧
場
所
＝
市
役
所
３

階
下
水
道
管
理
課
　
問
い
合
わ

せ
＝
下
水
道
管
理
課
蕁
39
・
２

旧
長
岡
藩
主
牧
野
家
霊
廟
は
、

悠
久
山
の
蒼
柴
神
社
本
殿
の
南
側

に
隣
接
し
て
あ
り
ま
す
。

霊
廟
は
二
代
藩
主
牧
野
忠
成
か

ら
十
一
代
藩
主
牧
野
忠
恭

た
だ
ゆ
き

ま
で
の

間
の
十
七
基
の
墓
碑
群
か
ら
な
り
、

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
に

東
京
都
港
区
三
田
の
旧
長
岡
藩
の

菩
提
寺
で
あ
っ
た
済
海

さ
い
か
い

寺じ

か
ら
移

さ
れ
た
も
の
で
す
。

墓
碑
群
の
多
く
は
、
宝
篋

ほ
う
き
ょ
う
印
塔

形
と
呼
ば
れ
る
形
の
も
の
で
、
右

か
ら
古
い
順
に
並
ん
で
い
ま
す
。

宝
篋
印
塔
は
、
内
部
に
宝
篋
印

陀
羅
尼

だ

ら

に

経
を
納
め
る
こ
と
か
ら
そ

の
名
が
付
い
た
石
造
り
経
塔
で
す
。

鎌
倉
時
代
初
期
ま
で
は
、
経
塔
と

し
て
建
て
ら
れ
ま
す
が
、
や
が
て

墓
塔
と
し
て
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

上
部
の
笠
の
四
隅
に
飾
り
の
突

起
の
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
、
こ
の

突
起
は
年
代
が
新
し
く
な
る
に
つ

れ
外
側
に
開
い
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
墓
碑
に
は
一
部
欠
け
て

い
る
も
の
や
焼
け
て
い
る
も
の
が

あ
り
、
関
東
大
震
災
や
東
京
大
空

襲
の
痕あ

と

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
に
は
、
済
海
寺
墓

所
出
土
の
旧
長
岡
藩
主
牧
野
家
資

料
が
牧
野
家
か
ら
長
岡
市
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
資
料
は
墨
や
硯

す
ず
り

、

印
籠

い
ん
ろ
う

、
朱
肉
な
ど
で
、
大
名
家
の

暮
ら
し
ぶ
り
を
具
体
的
に
物
語
る

も
の
で
す
（
科
学
博
物
館
所
蔵
）。

江
戸
時
代
の
長
岡
の
歴
史
を
伝

え
る
史
跡
や
碑
が
数
多
く
あ
り
、

趣
深
い
悠
久
山
の
中
で
も
、
旧
長

岡
藩
主
牧
野
家
霊
廟
は
厳
粛
な
雰

囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

本殿の後ろには、長岡藩の中興の英主と称
され、蒼柴神社に祀られている３代藩主牧野
忠辰（ただとき）の墓があります。平成７年
に東京都大田区池上の本門寺から移されたも
のです。
なお、初代藩主牧野忠成は普済寺（栖吉町）、

12代藩主牧野忠訓（ただくに）と13代藩主忠
毅（ただかつ）は栄凉寺（東神田３）に墓が
あります。

▲旧長岡藩主牧野家霊廟（悠久町・
蒼柴神社境内）
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ゅ
う
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藩
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産
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番
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お
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は
休
日
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）

▼
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年
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市
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式
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日
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た
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▼
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年
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校
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徒
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▲街頭指導をするセーフティーリーダーの
太刀川秀雄さん（11月19日）
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受
付
時
間�

12／31�
d

1／1-
～３g

午
前
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時
〜
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時
30
分
、�

午
後
１
時
〜
２
時
30
分�

午
後
１
時
〜
４
時
30
分�

期
日�

受
付
時
間�

12／31d　
～１／３g

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、�

午
後
１
時
〜
２
時
30
分�

期
日�

当
番
病
院�

12／31�
d

電
　
話�

長
岡
中
央
綜
合
病
院�

蕁
35
・
３
７
０
０�

１／１�
-

長
岡
赤
十
字
病
院�

蕁
28
・
３
６
０
０�

１／２�
f
長
岡
中
央
綜
合
病
院�

蕁
35
・
３
７
０
０�

１／３�
g

立
川
綜
合
病
院�

蕁
33
・
３
１
１
１�

年�末�年�始�の�市�の�業�務�の�ご�案�内�12月27日gから１月４日aまで、市役所は業務を休みます�
が、市民生活に関する窓口などは次のとおりとなります。�

●市民生活に関する窓口�

●文化・スポーツ施設　　○は平常業務�

４日a３日g２日f１日-31日d30日c29日b28日a27日g

12月� １月�

４日a３日g29日b

１月�12月�

住民異動届などの各種届出書の受理、戸�
籍や住民票・印鑑証明などの各種証明書�
の交付、国民年金相談、外国人登録�

市民課�

国保医療課�

福祉相談課�
福祉総合相談室�

介護保険課�

市民税課�
資産税課�
収納課�

国民健康保険の収納事務・証明書の交付、�
老人保健の受付、医療費助成の受付�

児童扶養手当の受付、障害者福祉の受付�
児童手当の受付、福祉サービスの案内�

所得証明などの各種証明書の交付�
課税証明などの各種証明書の交付�
市税などの収納事務、納税証明書の交付�

証明発行�

転出・転入届に伴う介護保険の受給資格証�
明書の交付、要介護認定などの申請受付�

市民サービスセンター（な�
がおか市民センター内）�

青葉台コミュニティセンター�

ながおか市民センター�

まちなか考房（戦災資料館など）※３�

南部体育館�

中央図書館・互尊文庫・西地域、南地域、北地域図書館�

窓　　口�

施　　設　　名�

取り扱い業務�

本
　
　
庁
　
　
舎�

１
　
　
階�

２
　
階�

休　み�

休　み�

休　み�

休　み�

○�

休　　み�8：30～17：15

9：00～17：00

10：00～17：00�
（まちの情報コ
ーナー、ちびっ
こ広場※１、ま
ちなか花火ミュ
ージアムのみ）�

10：00～17：00�
（まちの情報コ
ーナー、ちびっ
こ広場※２、ま
ちなか花火ミュ
ージアムのみ）�

10：00～16：00

9：00～17：00（個人使用のみ）� 9：00～17：00（個人使用のみ）�

10：00～17：00

10：00～20：00

9：00～18：00 8：00～18：00

8：00～18：00

6：00�

18：00

休　み�
休　み�

10：00～17：00

休　み�
10：00�
�

14：00
〜�

２日f31日d30日c28日a27日g １日-

○�

リリックホール・市立劇場・科学博物館・郷土史料館・中央公民�
館・地区公民館・地区コミュニティセンター・児童館・市民体育�
館・北部体育館・新産体育館・みしま体育館・厚生会館・悠久山�
屋内温水プール・青少年文化センター�

社会福祉センター・高齢者センターけさじろ、まきやま、みやう�
ち、ふそき・ロングライフセンター・地区福祉センター・サンラ�
イフ長岡・勤労青少年ホーム・産業展示室（ハイブ長岡内）・栖�
吉活性化センター・ふるさと体験農業センター・千秋が原ふるさ�
との森アトリウム�

エコトピア寿�
勤労会館�

自転車駐車場（地下）�

大手口駐車場�

大手通り地下駐車場�

表町駐車場�

○�
○�

○�

○�
○�

○�

○�休　み�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�
休　み�

休　み�

休　み�

●福祉施設ほか　　○は平常業務�

※１・２　ちびっこ広場での乳幼児一時預かりおよびファミリー・サポート・センターは休みます。�
※３　　　まちなか考房は１月５日b、休まず臨時開館します。�

1月5日B以降は平常業務となります。ただし施設名に下線のあるところは1月5日B、業務を休みます。�

４日a３日g29日b

１月�12月�
施　　設　　名�

２日f31日d30日c28日a27日g １日-

〜�

7：00�

18：00
〜�


